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ま え　　が き

　最近の急速な新しい産業立地の拡大、都市の膨張は必然的に入間の持続的な心と体の保

証としての生存壌境の急速な駿たんを招来している。

首都圏の中でも今蜜でひかくてき立地の許容能力の枠内で長い闘の住民生活と輝土の自

然との共存関孫を基礎とした調和のとれた田園景観を保ってきた埼玉県土は、最近急速な

盲然と生活学境の変ぼうを強要されはじめている。

　とくに東京都に接した埼玉県南東部の川口、草加、越谷、蕨、浦和、大宮、激越所沢

在など埼玉県内の入口集中都布の大部を含む56’市町にわたる地域はもっとも開発が進み、

さらに急速な成長が予測される地域である。

　我々は今回、埼玉県土全域の多様な自然環境を十分にまもウながら、闘違いの少い県民

の生活環境を豊かに発展させるための生態学的、植物社会学的診断図と処方箋の作成を

依頼された。

　現在東京湾ぞいの用瀬、東京、千葉、横浜などの無秩序な住宅群と工場群の混合発達の

結露、招来されている燗の生命にも直接影響をもたらしている、いわゆる公害発生型の

産業や都市の発展はもはや許さるべきではないb産業の発展、集積の利潤を求めての戦後

20数年間の日本の工場集中、都布の過密化・人口の過集中がすべてに優先され入間も

含めた生命存続の敵提となる生態学的な理解に欠けていた。

　4970年代になって、やっと我が国でも国や地方公共団体が行いはじめたいわゆる公

害対策は、人聞に薩接影響を及ぼしはじめた局地的、直接的な対象に対しての部分的な対

策が多い。

　工場型ないしは産業型の公讐に対しての発生源対策はもとより関係者は全力を毅入して

行うべきである。また世界の先進国でも見られはじめたように、たとえは大気汚染の主原因

と見磁されてきた亜硫酸ガスにしぼってみると、最近2～5年間に全体的には減少の頗向

にある。しかし、一酸イヒ炭素や窒素化合物が急増しているなど大気全体、さらに水や土膿

も含めて人聞を主とした生物集随（生物社会）の生存環境全体は依然として悪化している。

この事実は帰化植物率などからも判定できる。

　また、どれほど発生源対策を行っても亜硫酸ガスも含めた有慧廃棄物を皆無にすること

ができない以上、地の方法が考えられなければならない。同様に入聞の持続的な生存環境

は実に多様であり、多彩で、我々が現在もち合わせている知識がきわめて不十分である以
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上、現在未知な、あるいは誹量困難な要因も含めて環境全体の変化・荒廃に対しての生き

た警報装置の役割も果す◎

　すでに霞欧先進諸函でも、現代は公害告発の時代から積極的な環境創造の時代に移って

いるといわ乳る。多少時間がかかっても間違いの少い環境創造とは生きた構築材料による

多層社会の緑のフィルターをつぐることである。（搬lenberg　哩9ア5・5東京におけ

る鷺本総合研究所講演より）

　生きた面面材料による人間の生存環境の創造・保全には、賦物社会の激序・法則にそわ

ない限り、どれほど金をかけても成功しない。生態学的、植物社会学的環境創造の基盤は

緑の診断國とよばれる植生國である。

　すでにドイツでは儀955年に圏立中央植生図研究所が丁疑xe蔦教授によってハーノ

バーに設立されて以来戦中、戦后を通じて、本裕的な植生図が数多く出版されている（参

考文獄参照）◎すでにアメリカ、ソ連、チェコスロバキアなどでも国土灘発、脅然保護、

環境保全の基礎図としての植生図が全国土にわたって、あるいは開発保護の重：要：繊に

ついて作製されている。

　残念ながら我が国では最近まで国も地方公共鴎体も積極的な環境創造の基礎としての植

生図作製にはまったく理解がなかった◎この程、埼玉県では神奈llk山梨長野、窟山県

などに次いで全国でもっとも早いグループの中で本格的な植生図化が進められている。

　とくに最近急速に開発が進み、都市の拡大に伴って、いわゆる公害問題がではじめてい

る、あるいは産業や都議の開発・発展に伴い埼玉県内でもっとも早く環境破壊にさらされ

る危険性のある南東部の現存植生図の作製が1：25，000の縮尺で行われた。

　本調査を依頼された清水面一県民生活部長、持函謙一公害対策課長に厚く御礼申上げた

い。また現地調査のきびしい霞程に同行、種々研究調i査の便宜を尊えて下さった岡登三男

公害対策課長補佐、春田良一調査係長、新井輝夫主任をはじめ埼玉県庁の皆様に厚く御礼

申上げ沸す。

　現地調i査や資料整理に際しては横浜国立大学教育学部の持田幸良氏に御援助をいただい

た。

一一 Q一



1調査地域の位置と自然環境

　埼玉県南東部地域は広大な関東平野西部のほぼ中央に位置する。東京から40㎞圏内に

あり、東京に直通する京浜東北線沿線は住宅の密集地帯となり、それを取り囲むように農

村地帯がひろがっている。　（図一1）
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　埼玉県南東部全域の自然植生は、東北地方南部を北限とし南は沖縄までに共通する常緑

広葉樹林域、その地域に共通する代表的常緑植物の名をとって規定されたヤブッバキクラ

ス域に属している。

　自然植生を規定する主な環境要因には気候、地形澄よび地質などの自然条件があげられ

る。

1　気　　候

　植生を規定する広域的な環境要因としては温度（気温）と水分条件（雨量）があげられ

る。埼玉県気象年報（1971）によると調査地域の年平均気温は浦和、越谷など東部で

14．7。C前後とやや高いが、全般にそう較差は無く、14Gc前後にある。夏季の平均

最高気温は52．50Cを越えることはなく、蜜た冬季の平均最低気温は1～5．5。Cの間
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にある。暖かさの指数（吉良鷹948＞は口0～鱈9度、寒さの指数（同）は一蔦

～一 T．4度である。したがって対象域全域が常緑広葉樹林域に（ヤブツバキクラス域）に

含まれる。また今町は年総講量で竃200～慮50e瓢の間にあり、台風シーズンの8、9

月に最高値を示し、冬季は霊5～40㈱ときわめて少ないb霜は1竃月から降りはじめ、

5月まで続き、霜柱の立ちやすい関東ロームの畑地に与える影響は大きい。積雪は気2月

にほんのわずか見るのみである。またこの地域は、冬から春先にかけて乾陣した北風や北

西風が卓越するのが特色である。

　夏季は高温多楓冬季は低温乾燥という典型的な表日本型気候にある。福井英一郎によ

る分類では関東地方の5気候匿のうち策海気候区に属し、濃暖多雨の気候で大平洋の影響

を強く受けている。

2地形と地質
　埼玉県南東郵に位置する調査地域は、川沿いに発達する沖積低地ときわめて緩やかな勾

配をしめす台地で大部分が歩められ、県西部の山地が続ぐ殺父地方とは全〈地形を異にし

ている。この地域は世界頬や荒川をはじめ大小の河川が形成した広大な関東平野の南西部

にあたり、土地の高低差の少都へ地形的変化に比較的乏しい平地帯である。

　調査地域内の地形を大別すると、江戸届、荒川、古利根絹などの河川沿いに発達した沖

積低地、その間に狭まれた大宮、岩槻台地、荒川と入物屑で区切られ東京から続いてい

る武蔵野台地（入間台地）の台地部、調査地西端に位置する狭山丘陵と加治丘陵の2つの

丘陵地帯、そして主に北から奮ドして流れる江戸川、荒用などの河州とその氾濫原の4つ

に分類される。

埼玉県と千葉県との県境をなし、江戸絹と大宮台地との間に発達した広大な沖積低地は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

河道の修正がなされなかった時代の大日川（現古利根州）と荒摺（現元荒絹〉の形成した

低地であり、自然堤防が【日流路に沿って発達している。また、流賂を入闘川と合流するよ

うに変えられた現在の荒川沿岸でも、浦和から月にコにいたる低地帯（：荒月華地）に自然堤

防を見ることができる。自然堤防地帯の土地はやや高く乾燥して誇り、しかも砂質である

ため畑や森林として利用されている。また、そこには集落が書くから発達している。一方

後蕎湿地は厚いシルト層からなる排水不良の低湿地であり、多くは水田に全周されている

ので地形図からも両地帯は容易に識別が可能である。東部沖積低地帯にある越谷南や春日

通津などは霞熱堤防上に発達した市街地である。
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　大宮台地や武蔵野台地などの台地は関東ローム層と呼ばれる粘土を多量に含む火山灰層

で厚くむ詮われている。現在、武蔵野台地とその周辺の関東ローム層は、年代の古い順か

ら多摩、下末吉、武蔵野、立川の4ローム層に分類されている。大宮台地や武蔵野台地の

一部は下末吉ローム層以上の関東ローム層が堆積している下末吉面台地であり、岩槻市、

狭山市、川越市等を含む台地面は武蔵野ローム層以上がお、い、入間瓜不老川沿いの段

丘面には立川ローム層が堆積している。また、狭山湖を囲む丘陵の東部に多摩ローム層の厚

い多摩面があり、調査地域内には東京周辺に見られる新1日4面の台地が含まれている。

（今一2）
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図一2　調査地域の地質

関東ローム層の下は粘土層ないし礫層で、かってその場所が海面下にあったか扇状地で

あったのか等の過去の地形によって異なる。大宮台地岩槻台地など県東部にある台地では

ローム層の下は粘土層となって語り、地下水位は57π以下である。一方武蔵野台地は場所

により多少異なるが概ね礫層が厚く堆積し、地下水位が10～25餌と低く、そのため高

燥な地帯となっている。また、地質的な相違により地下水位の高さにこのように大きな差

があるため、関東ローム層が厚く、みかけ上同じような台地面でも地域により水利施設の

整備されるまでは後述するように土地利用の形態が異なっていた。

　武蔵野台地北西部にある狭山丘陵と加治丘陵はほぼ同性質の地質と地形で、粘土層と二
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礫屠からなる第三紀層を基盤とし、その上に多摩ローム層とさらに暫しいローム層で：諭澄

われている標高190辮以下で起伏のゆるやかな丘陵である。謂査地域内の丘陵の地質を

更に細分すると、狭山湖を狭む南北両岸は厚い多摩ローム層に諭旨われているが、西岸や

加治丘陵では尾根部など部分的に薄くローム層を残すのみで、ほとんどローム層が欠けて

いる。

　狭山湖（山口貯水地）は狭山丘陵内の自然の侵食谷を堰止めて、東京都の上水の貯水弛

として昭和9年に築造されたものである。

　埼玉県の平野部は東から江戸摺、三三綴三元荒川、綾瀬川、芝’lk荒摺、入間川など

大小の河摺が沖積低地を縫うように流れ、南下して東京湾に注いでのる。関東山地を離れ、

勾配をほとんど失ったこれらの河川は前述したように自然堤防を発達させてきた。現在は

両岸を高く築かれた人工の堤にはさまれ、また河遵がシヨートカソ・された結果、河床が

高まり、自然堤防の形成される可能性が増し、また堤防内が扇状地的性質をもつことが知

られている。

3植生概観
　調査地域は詞述したように全域がヤブソバキクラス域（常緑広葉樹林野）に属し、かって

は湿地を除いてシイ・カシ類を霊とした常緑広葉樹によるうっそうこした原生林で於於わ

れ”ζいたと考えられている。現在は薩接海に颪していないが縄文駒期頃の海進で入江であ

った台地の縁に多くの貝塚が見られるようシ（、有史以前の古くから人類が住みついて、そ

の結果棟生はなんらかの人為的干渉を受けてきた。ことに弥生以降、農耕生活が定着した

時代からは原植生の破壕が急速に行なわれてきたと考えられる。蓬た、この地帯は江戸時

代以後、首都東京の急速な膨張にともなって、その近郊農村地帯として開発が進み、自然

植生はもとよりクヌギ、コナラ林やススキ草原などの2次植生（代償植生）までも含めた

過度の自然破壊が今日まで続いてきている。したがって、ほとんどが台地と沖積低地とい

う容易に利爾されやすい地形からなるこの地域では、現在森林は10％弱を占めるにすぎ

ず、農耕地は約70％、住宅地は20％強を占め更に増大していく傾向にある。

・．沖積低地の湿地帯を除いた全域をかってお細っていたはずの自然植生、すなわちシイや

カジを主とする常緑広葉樹林は現在、台地の裾など古くからの集落の中に点在する神社や

寺の社叢林としてわずかに懸影を残すのみである。台地面では自然植生はまったくといって

よし（ほど見ることはできず、わずかに農家の裏手に作られた屋敷林に自然に近いi森林植生
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を見る程度である。関：東平野では一般的なことであるが、古い農家や集落は冬季に吹く強

い北風や北西風を防ぐために、ケヤキやシラカシなど立地に適した郷土種による防風林で

囲まれている。シラカシやケヤキは材としても三値が高く、多くは植裁されたものであろ

うが、長い年月を経た結果、その下にこの地域の鴬縁広葉樹や草本類種が回復してきて、

現奄自然に近い森林植生（半自然植生）となっていることが多い。荒摺にかかる羽根倉

橋から秋ケ瀬橋までの河沿いの低湿地にはハンノキやクヌギを虫とする自然の落葉広葉樹

林が見られる。この森林は樹高や幹の太さから入為的な影響が見られ、完全な自然林とは

いえないが、種組成的に多湿・貧養地という厳しい環境条件に対応した多くの特徴的な種

類が生育し、半自然植生とみなすことができよう。これらの自然澄よび半自然植生の広さ

は森林函積の睾0％にも満たず、その大部分はコナラ、クヌギ、イヌシデなどの落葉広葉

樹による2次林・クヌギーコナラ林か、アカマツ、クロマツ、スギ等の植林でしめられる。

　武蔵野台：地は水利が悪く耕地に利周されえず、江戸時代まで薪炭林として、いわゆる雑

木林とよばれるクヌギーコナラ林が一面にひろがっていた。現在も東京近郊としては姥較

的広い面積でクヌギーコナラ林が残されている。蜜た、水位が高く、従って耕地、居住地

として古くから利用されてきた大宮・岩槻台地などでは、沖積低地と接する台地斜面にク

ヌギーコナラ林が帯状に続いている。勾配の比較的急な狭山・加治丘陵地帯でも自然林は

ほとんど無く、このクヌギーコナラ林が広域を占め、特に東京都に属する貯水池のある狭

山丘陵は県の自然公園として森林が保護され、そこは発達したクヌギーコナラ林で細沸わ

れている。

　植林で最も広い面積をしめるのはアカマツで、武蔵野台地ではクヌギーコナラ林とモザ

イク状に配分しながらかなり広域に晃られる。また狭山丘陵ではアカマツは尾根部の乾燥

地に植林されている。アカマツは一般に乾燥地に植林され、大宮台地など浅井地帯には少

ない◎これに対し、スギやヒノキなどは水分条件の良い比軟的弓生地に臆林される。スギ

ーヒノキ植林はある地域に局在していることはなく、丘陵や台地斜爾にクヌギーコナラ林

にはさまれて小規模な植林地が見られるにすぎない。

　更に約70％を占める耕地のうち、水田は40％強、畑地は50％弱の二合である。江

戸規、荒骨沿いの広い沖積低地は水田に、台地颪や自然堤防上は畑地と土地利用の仕方が

明瞭に分かれている。かっては湿田が多かった沖積低地の水田は土地改良工事で乾田化が

進められ、冬季は畑地として利用されている。また、台地上の畑地では主に疏菜類が作ら

れているQ安行・越谷地方は昔から植木の裁培で有名であ鉱最近水田や畑の苗圃化が増
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大している。地下水位が低く、高燥な武蔵野台地では茶娘やクリなどの果樹園も多い。武

蔵野台地に特に多く見られる現象であるが、冬季の強い北風から作物を保護するために畑

の周囲に茶樹が植えられているのも、この地域の耕地の特徴である。

　荒川や江戸川の河川敷もかつては畑地として利用されたが、現在その多くがゴルフ場に

かわ凱また公圏として利用され、河辺に特有な湿生草原は姿を消しつつある。天然記念

物に指定されている濁島ケ原のサクラソウの自生地もその範囲がせばめられ、柵をつくっ

て保護している現状である。

　以上のべられた植生の配分を模式的に表わしたのが図一5である。
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5　油漉密集地
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6：集落
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〈現在の潜在自然櫨生）

1：モミーアラカシ群落

5＝シラカシ群集ケヤキ亜群集

5：オギ群集　　　　　6：ヨシ群落

2　シラカシ群集典型亜群集

4　ゴマギーハンノキ群落

7　ヤブコウジースダジィ群集

嚢　植生調査と植生図

　1972年9月から1975奪5月にかけて図一1に示されたように埼玉県南東部地域

56帯町について、植物社会学的な植生調査が行なわれた。さらに、調査によって決：定さ

れた群落単位による現存殖生図の作製作業が平行して行なわれた。

1植生調査法
　比軟性自然櫨生に近い均質な植分を中心に、もっとも自然度の高い森林や、湿生草原か

らもっとも強く入為的な影響を受けている耕地雑草群落や、路上雑草群落にいたるまで、

調査対象地域内に生育するあらゆる門生タイプについて植物社会学的門生調査がなされた。

調査箇所数は対象地域をくまなく踏査した結果約墨50箇所の調査資料が得られた。

　調査地の三門には、群落とその立地のできるだけ均質なところ、特に種組成の均質であ

ることに十分留意されて選ばれた。まず、対象植分内の全出現種について階煽別に完全な

種のリストがつくられた。群落階層は、森林のような多屡群落では図一4に示されたよう

に4層に区分されるが、実際には各々の町分に：応じて階層区分される。また、各階屡の高

さはあらかじめ固定せず、それぞれの三分の生育状態によって決められたQ
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図一4 森林の階層模式

各屡の出現種についてはそれぞれ優占度（被度）と群度との測籍が記入された。

被度（全推定海Braua－BユaR儀uet　4964による）

　…・調査区内で、それぞれの種がどのくらいの面積をお論っているかを被度であら

　　　　わす。

5・膿欄査醸の勉馴しめているもの

4：〃　〃　窒～葺〃　〃

5：〃　〃　量～圭〃　〃

・・個騰がき鋤才識勲は嫉くとも搬欄査醸打留をしめて・・

　　　るもの

・・個鰭は多いが鍍喘以下・勲は鞭が捗下で雛数紗な蝿の

　十：個体数も少なく、被度も少ないもの

群慶（E三ユθnberg窪956，　Bra℃しn一王31a（｝uθ℃肇964，　宮脇筆969）

　…・調査区内に、個々の麺物がどのような生毒のしかたをしているかの澗度』

　5：ある植物が調査区分内にカーペット状に一面に生膏しているもの
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4：大きな遊紋状、カーペットのあちこちに穴があいているような状態

5：小群の斑紋状（クッション状）

2：小群をなしているもの

1：単独にはえているもの

5 4 3

ヤ　識

綾：2　×　1

図一5　熱度の模式

　そのほか謁査二分の隣接群落、入為的影響の有無やその程度、調査地点の微地形、土壌

条件など現地で判定し得る範囲で出来るだけ多くの条件について記録された。また績生の

断面や配分論よび土壌断面についても必要に応じて記録された◎
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　植生調査の歪例は表弓に示されている。
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潟群落組成裏の作成

　野外で調査された植生調査資料は、まず種組成の似ていると思われる資料ごとにそれぞ

れ組成表にまとめ、概観できるようにする。この最初の表が素表と呼ばれる。この表から

つぎの作業順序に従って、常在種、区分種、そして最終的には標徴種を発見し、群集表と

してまとめられる。

　組成表作業過程

1，植生調査資料の“素表”へのまとめ。

2．素船から常在度の高いものの領に並べて書きかえた“常在度表”を組む。

δ，常在度クラス簸～皿の種のみ抽出した“部分表〃により区分種群を発見する。

4．局地的に有効な区分種群の有無による“区分表”への組みかえ。

5、各地で調べられた群落組成表と4の区分表とを常在度で比較した“総合常在農表”に

組み入れることによ鉱標微種を発見する（既知の場合には省略されることが多い）。

6．4の区分表から“群集表”への組みかえ。

　1～4の作業過程で区分された櫃生単位は局地的なものであって蜜だ植物社会学的に定

義づけられたものではない。種の組み合せを基礎としたこのような短生単位は群落として

衰示される　（例、ゴマギーハンノキ群落、ヨシ群落）。このような局地的植物群単位は

その地域内での生態臨産業的特性とよく対応している。したがって、植物社会学的に定

義づけられていない局地的な植物群落単位でも、その地域内の植生地図化も可能であ鉱

その野生図は隣i接科学や立地の産業利用や保護の基礎図として十分役立つ。

　また、総合常在度表から標綿種が発見され、植物社会学的に定義づけられた群落の基本

的単位が群集と呼ばれる（例：ヤブコウジースダジイ群集シラカシ群集）。各群集はさ

らに共通の標県勢（群）によって、総合常在度表の比較をと澄して、群集を決めた時と圏

じ操作で単蹄またはそれ以上オーダー、クラスなどの上級単位にまとめられる。群集以

下の下位単位は、亜群集変群集、亜変群集、フアシスと順次下位区分廻れる。

3　現存植生図

　ある地域の自然保護、環境の保全・復元や鵬発計画に際してもっとも重要なことは、ま

ず対象域の植生も含めて地形、気象、土壌などの立地条件が総合的に把握されなければな

らない。自然には破壊されても下鞍的早〈回復（安定〉する強い自然と、一度破竣される

と容易に復元しえない（不安定な）弱い自然とがある。数百年の昔から主に人力で行なわ
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れてきたこれまでの開発は、経験的に比較的強い自然しか利用していなかった。しかし、

今日のように大型の建設機械が使用されている改造工事では、大規模な地形変化や自然環

境の画一化が容易にしかも短期間のうちになされるようになった。弱い自然に対しても熱

差別に大きな干渉が加えられた場合には単にその景観が破壊されるばかりでなく、予測ス

可能な惨害を温くことになる。もはや現状では過去の経験による朝断だけでは不十分であ

り、科学的な立場に立っての自然騎を急な1へ立地の質的な把握がなされなければなら

ない。

　自然診断の方法には僧々の環境条件を器具や機械を使用し物理蝕化学的に謂べる方法

や、動物を調査するなどいろいろな：方法があ鉱またそれはそれぞれの露的に対して役立

っている。しかし、物理・化学的方法には個々の環境条件を測定するには有効である漁

総合的な立地を把握するのには不十分である。また移動牲のある動物の調査では困難さを

伴うわりに正確な判定がしがたいQしたがって機能的にも量的にも生物粒会の本質的共存

者であ鉱移動能力のない忌物の側から診断するのが、もっと亀誤りのない方法と考えら

れる。

　培）　二物群落

　われわれが野外で短生調査を続けてみると、ほぼ同じ立地条件のところでは、どこでも

繰り返し奏なじような種の組み合せによる植物群落が見られる。

　出野、河辺、耕地、帯街地など、どこでも晃かけるすべての植鞠群落は、それぞれ厳し

い立地固有の環境規鮒や生物社会の競争、共存お・よびが寮ん、その結果のすみ分けという

社会的規鮒に耐えて、生き残ったもののみによって構成されている。また、きわめてわず

かな環境の変化や立地条件の推移にも鋭く対応して個体や群落の入れかえが行なわれ、常

にその立地条件と共存して詮り、纏物種閣澄よびその環境と生態的に平衡状態にある。こ

のように植物群落は厳しい外因的、内因的な群落規制に酎え得た晶群のみによって、それ

ぞれの立地薗有の群落を形成している。したがって、われわれが髄物群落の具体的醗分を

立地や環境の評価の基礎とすることは、過去から現在までのそれぞれの立地のすべての環

境条件の総和を植物の側から、すなわち生命をもっているものの側から的確に判定しうる

ことになる。

　これらの事実が、雛物群落の具体的範囲を地図上に示した二三図が立地や環境評価の基

礎となる理由である。
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　2）　植生図の囲的

　植生図は局地的蜜たは広域的に規定された植物群落単．位の空間的なひろがりを具体的に

地図上に描いたものである。

　擁生図化は基礎化学のみならず実際的応爾的な目的に対しても作製される。碁礎科学に

対しては働社会学的、生態学的に碕究された下生に関する成果が正しいかどうかの試金

石の半解を果し、また、空聞的、具体的に区分、把握して、実験生態学や地理学、地形学

などの隣接科学発展のための基礎を提供する。また植生図は調査時の植生の配分の記録と

して、景観や植生の変化と対応して検討するための資料ともなる。

　以上の基礎的研究目的としての笹生図は、さらに応用面としては、いま蜜では農林業、

牧野改良などの分野で立地の診断に広く利用されてきた。最近ではさらに適正な国土開発

地域開発、ユユータウン建設、都布の再開発、産業立地の設定、高速自動箪道の建設訟よ

び周辺の緑化、環境保全、自然保護など、開発と保全、積極的な環境創造、管理のための

もっとも基本的な自然診断園として、またさらにその処方箋として多方薗に広く利用され

ているQ

　とくに担：界にさきがけて窪9ヨ9年帝国中央植生図研究所をつくったドイツでは、今譲

な訟東茜両ドイツとも自然管理、国土門門、環境保全の野冊として門生図は広く利用され

ている。西ドイツでは睾960年から国立植生学研究所が軸心となり、80回目スタッフ

が金国土の縮尺20万分のiの潜在自然植生図の作成に叡診組んでいる。すでに半分以上

が完成し、漸しい開発、環境の保全、形成の基礎資料として利用されている。（宮脇

径97窪）

　5）　櫨生図の穫類

　植生図はいろいろな群落類型概念によって袖象化された群落単位の空聞的配分を具体的

に地図上に描いたものである。当初はどこの麹でもはっきりした櫃生の概念規定や類型区

分なしに描かれてきたカ＼　3rau込一B■aR鮭ue宅（1915～　　）などの努力により櫨

生概念が墾確化されるにしたがい、植生園の区分や描き方も昌的、対象、方法などにより

一定の類型化が明確になってきた。

　現在、われわれの日常の生活域に晃られる植生の大部分は、長い間定住してきた入間の

様々な影響化に変化させられてきた、その立地本来の自然植生が他の群落に診きかえられ

た代償植生である。したがって植生は時聞の系に蔚ける入聞の自然に与えた様々な干渉と

の相互関係から、原植生（原始学生）、代償植生、現存纏生、潜在自然今生の4類型が考
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えられる。その植生類型を基礎に、それぞれ、現存植生図、原植生復元図、現在の潜在自

然植生図が作製される。

　　a）　現喜植生圏

　現在、実際に野外に生育している現存簡生を対象に、各種の無生単位のレベルで植生図

化された、もっとも一般的な籠生図である。

　今日の文化景観域に於ける現存植生図は代償植生図ともいえるぐらい大部分の植生が代

償植生からなりたち、その立地本来の自然植生が残されている所はきわめてわずかである。

一方、現存罐生図がそのまま原紙生図、ないし現在の潜在自然植生図でもある鑓生域は高

山や無人の離島など、慢界的にみてもきわめて限られた地域にしか、もはや残されていな

い。

　現存油島図は今現在、各種の植物群落がどのように配分しているかをあらわした図であ

るから、主に次のようなことが読みとれる。

o

◎

O

o

o

o

その：遜賊に見られる植物群落の種類

各種の殖物群落の配分状態

縁（忌物群落）のしめる面積

自然植生の残存する浪合とその位置と面積

土地利嗣の形態

各種の植物群落の有する立地の質を把握することにより、その地域の植生からみた気

候条件、水分条件、土駿条件などの把握

。　自然度の高い植物群落から、その立地の人為的干渉に対する強弱の程度の把握等

　しかし、このような多岐にわたる問題を他分野の入達が現存髄生図から直接判断するこ

とは「般にはやや困難である。したがって、その使用自暴に対し理解を容易にするために

現存植生図から各種の立地園が作られる。たとえば、その地賊の現在の自然破壊の進行の

状況の把握や、自然度の高い地域の保護対策の資料として、纏盆を自然優の高いものから

低いものまでをいくつかの段階に分級した凡例により、“自然度図”が作られる。寮た、

未開発地の土地利用の基礎資料として、農業適地、牧野適地、林業適地など植物群落から

考察された産業立地國が作られる。このほカ＼地下水位騒作物適性図、生産緑地の立地

鳳集落立地図、保存緑地分級図など、その使用目的に応じて様々な立地図が、各種の植

物群落の有する立地の研究を基礎に現存櫨生図から転化されて作成され裾るQ

　したがって、現存植生図はある地域の猿境保護、開発が払えられる際、現状を把握する
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ために憲ず最初に作られるべき基本的なものであり、また、それから派生する各種の立地

図、次に述べられる原植生（復元）図、現在の潜在自然植生図など、あらゆる櫨生図の基

礎図としての役割を果している。

　　b）原植生復元図

　人間によって自然植生が破壊されている地域で、かつて、入間に破壊される直前の自然

植生に復元し、各髄生単位の領域を地図上に描いたものが原櫃生復元図である。

　原植生復元函は、つぎの潜在自然植生図の概念がTuxen（1956）によって定義

づけられる以前は、それぞれの：立地の自然櫨生を表現するため、その他の§的でしばしば

描かれた。しかし、東京はじめ首都圏内にある神奈川、埼玉など入口の集中している地域

では、かんがしへ排水、埋立、切ウ崩しなど、大規模な立地条件の改変が行なわれてきて

中り、芋餌生復元図は、その立地をかつて被っていた原植生の記録図としての役割は果す

瓜現在の立地の潜在自然植生や立地評纐図、縁の環境形成の基礎図としては十分ではな

嬬

　　C）　現在の潜在自然植生図

　現在の時点で、その立地からいっさいの入間の干渉を停止したら、本来その立地はどの

ような自然早生を支えうる能力をもっているかという理論的に考えうる畢生の領域を具体

的に地図上に表示したものが現在の潜在自然植生図である。潜在自然纏生の調査、植生図

化は自然櫨生のほとんど残されていない地域ほど困難である。調査の一番の手がか幻は各

地にわずかでも残されている残存自然華分、残存自然木である。また、それぞれの自然植

生は一定の数の代償植生しか許容しないことから、代償植生を調べることによって、また

土壌断面、景観像、土地利用の形態などを現地で多擁壁に調査し、その立地の潜在自然檀

生が考察される。したがって、厳密に描かれた潜在自然植生図は立地の質を篠生の側から

評価する立地診断図としての機能をもち、生態学、地理学などの隣接科学の発展の基礎図

として利用される。他方では立地の潜在許容能力に応じた国土開発、都市開発、自然保護

緑の環境創造や管理計画に対し、広く入間の生存夢境を保証したうえでの産業との調湘の

基礎を提供する。

　潜在自然植生図の作製には多大な時聞と経費を必要とするため、わが国ではまだ本格的

な園生図の完成しているところはきわめて限られている。

　4）　現存植生図の作製

　現存今生麟の作製は時間的翻約も関係して、櫃生調i査と平行して輸こなわれた。髄生図
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の凡例は、隣接している埼玉県比企丘陵地域の資料をはじめ、現在までに我々が調査して

きた同じ常緑広葉樹林域（ヤブッパキクラス域）であり、気候的にも類似した神事事県、

千葉県、東京都など近県の調査資料を基礎に、当調査地域に出現すると思われるあらゆる

植生タイプについてとりあげられ、その凡例に基づいて作業が進められた。また、現地を

踏査して、その凡例にあては蓑らない群落には植生調査を行跡へ組成表作業を通じて検

討し、薪しい群落単位と認められた場合は凡鯛に付け加えられた。群落単位の判明してい

る群落については亜群集レベルで、また群落単位の所属がはっきりしない群落については

その群落を代表する種名で名付けられた局地的群落として、地形的変化に比較的乏しいこ

の調査域をできるだけ詳細に立地が区分されるよう、可能な限り細分化された群落単位で

凡例が決められている。

　現地では、決められた凡例に従ってその群落の位置と広がりが色鉛筆で地図（国土地理

院発行縮尺哩：25，000地形図）上に記し、室内で航空写真と照合しながら．修圧

され、植生原図が描かれた。さらに現地校正、室内校正をくり返しながら、より完全な植

生図の作製がなされた。最終的には20放にわたる国土地理院発行の編尺唾：25，000

の地形園上に現存植生閣が描かれた。

　な澄、今回の植生國作製は現存畢生図の作製だけであったが、台地面や沖積低地など多

くが平坦地であるこの調査域の植生はほとんどが代償植生であ鉱自然植生はきわめて少

ないQしたがってその立地の潜在許容能：カを推定するには現存楽生からでは手がかりが少

なく、応用面に利用するには更に潜在自然植生図の作製が望まれるQ

皿　調　査　結　果

ム　植生単位
　調査対象地域に詮いて、くまなく踏査した結果、約150の植生調査資料が得られた。

これらの調査資料は同一の表で比較し、テーブル操作をくり返しながら、診断種が抽出さ

れ、これによって局地的な群落単位がきめられた。さらにすでに発表された隣接地の植生

研究の結果と比鞍対照しながら群集（および群集レベルの群落）単位が決定された。

　埼玉県騎東部に漉ける今回の調査では、U群集鱈群落が記録された。植生単位の中

でとくに自然度の高い森林櫨生については群集の下位単位の亜群集レベルで扱かわれてい

る。
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　群集の記載は森林植生と草原髄生とに大洌し、それぞれについて、自然植生と代償櫨生

に分けて配列されている。内容は、調査された群落表を中心に、群落の相観、構造、種組

成的な特徴、立地条件、人為との関係、分布などについてのべられている。

工森林植生
　属　霞然植生

　唱〉　ヤブコウジースダジイ群集

　戸田市、川霞市、越谷市、松伏町など調査地域の南東部に位置する区域の、沖積低地に、

接する台地斜爾、あるいは自然堤防上にある社寺の境内や古い農家の裏手に、スダジイを

主とする常緑広葉樹林が見られる。調査に十分な生育面積を有する林分はきわめて限られ

て曲り、川口市では赤山城跡の台地斜面、爾立野の農家、茜福寺の境内の5ケ所で、また

越谷第の久俳豆神社、松伏町丸丸地の台地斜爾で植生調査資料が得られた。

　このスダジイを優乱する森林は、スダジイ、モッコク、カクレミノ、イヌマキ、トベラ

をシラカシ群集に対する区分種としてヤブコウジースダジイ群集（鈴木時夫1952）に

属する群落としてまとめられた。樹高14～17彿にも達し、いずれも階層分化した比較

的良く発達した森林群落をなしている。高木第墨層にはスダジイが優占し、そのほかシラ

カシが混生する。下層には次期の高木層を形成するスダジイ、シラカシの若樹のほか、ア

オキ、シュロ、シロダモ、ネズミモチ、ヤブツバキなどの常緑低木が多い。また、林床に

はベニシダ、ジャノヒゲ、キヅタ、ヤマイタチシダなど主に常緑性の草本一物が散生して

いる。広い生育面積を有するヤブコウジースダジイ群集の森林では面内は疑中でもかなり

暗く、好陽性の落葉広葉樹や、冬季には地上部が枯れる夏賦性の草本品物は葦つたくとい

ってよい晶群面内に出現しえないが、調査された林分ではいずれもその残存面積が狭いた

め、周囲から光がはいりこみ、ゴンズイ、ガマズミ、ムクノキ、サンショウなど落葉広葉

樹の生育を許している。　（八一6）
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図一6　ヤブコウジースダジイ群集断面摸式
1

　壌：スダジイ

　4：アオキ

　フ　：ネズミモチ

10：ジャノヒゲ

壌乙：チャノキ

宝6：ヤブツパキ

　2　ピサカキ

　5　シラカシ

　8　ベニシダ

窒噛　カクレミノ

14　ヤブコウジ

　ろ　キヅタ

　6　シュロ

　9　モチノキ

銀2　ヤマイタチシダ

窪5　シロダモ

　しかし、手入れの悪いアカマツ、スギなどの植林地に見られるような、つる植物がから

みあいマント状態を噛する程の荒れた林相では都（。また常縁広葉樹林としては比較的明

かるい樹冠をなすシラカシ林よりも、群落全構成種に対し、常緑性の木や草本天物の割舎

炉高く・面積が狭いながらも安定した群落を形成している。

　ヤブコゥジースダジィ群集は沖縄から福島県まで生育しているスダジイ林の中で、九州

以北の各地に分布する、もっとも一般的・広域的な群集であるQ特に俳豆半島以北に分布

するスダジイ林の大部分はこのヤブコウジースダジイ群集に含められる。
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　ヤブコウジースダジイ群集は他のスダジイ群落と同群集を区分する特割な標徴榎訟よび

区分種をもたない、つまり、ヤブッパキ、ヒサカキ、アオキなど一ヤブッバキクラス域の

全般に出現する種群のみで構成されたスダジイ林である（宮脇他1971）。

　関東地方は常緑広葉樹林域（ヤブツパキクラス域）としては北限付近にあたり、スダジ

イ林は三浦半島、房総半島など海岸ぞいの比較的暖い地方に発達し、海岸線に沿ってその

分布が集中している。冬季に冷たい北匪1季節風が吹き年平均気温の低い内睦部ではスダジ

イに代ってシラカシ、アラカシ、アカガシなどの常緑性のカシ類が優占する。スダジイ林

北限地域の気温は吉岡1954）によれば年平均i20Cよりやや高く、葉月平均

気温2。Cを少し越し、ことに1月平均気濃2。Gの等温線はスダジイ林の北限ともっと

も良く一i致するといわれている。

　温度条件では本調査地域全域がスダジイ林の成立を可能としている。

　しかし、実際にはスダジイ林の分布は調査地域南東部にかたまり、また、調査可能面積

は有しない林分、あるいは単木的な存在も含めると、葦加市、川口市など南部により多く

見かけられ、単木では古利根川や元荒川に沿った砂層という乾燥しやすい土地である自然

堤防地の農家の裏手にしばしばスダジイの古木が点在している。それに対し、台地上、こ

とに武蔵野台地上の農家ではスダジイはきわめて少ない。単木状のも含めてスダジイ林の

よく見かけられる地域は年平均気温14．50G以上の地域とほぼ一致している。

　残存しているスダジイ林が自然植生としての断片であるか、該たは人為的に作られた林

であるかということは潜在自然櫃生を考えるうえで霊要な意味をもっている。神奈川県、

千葉県のようにより暖かい地方の海岸部では萌芽生のスダジイの低木林も各所で見られ、

自然雌生としてのスダジイ林の存在は疑いようもないが、当調査域でのスダジイ林はいず

れも寺社の境内や農家の裏手にあり、植裁された可能性も大いに考えら江必ずしも自然

林としてみなすことはできない。川目市差間の林分のように明らかに植裁されたスダジイ

林もある。また種組成もヤブコウジースダジイ群集の溝成撞であるヤブニツケイ、トベラ、

マサキ、カクレミノ、イヌビワなどが出現しない場含が多く、たとえ出現しても量的には

わずかで、スダジイを除けば、シラカシ群集の種組成とほとんど変わらずヤブコウジース

ダジイ群集としての姓格が弱い。

　しかし、一方では年平均気温14。C以上、冬季平均2。G以上であるという儘慶条件

も、乾燥しやすい±地である台地の肩や、自然堤防上に多い、という土地条件ともスダジ

イ林の自然植生の存在の蕃能性を裏づけるものである。
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　また、櫨栽する場合には外来樹種や変わった花木を好んで植えられることの多い近年は

ともかく、我々の組先はその土地にあった種、榔土種を使ってきた。そうしたことからも

環在あるスダジイ林は、自然林ではないかもしれないが立地に対応した、自然植生に近い

森林としてみなしてもさしっかえないと考えられる。

　関東以南の暖い地方ではスダジイは伐採されても比較的すみやかに萌芽再：生するが、北

限地域といってもよい環境の厳しい埼玉県では萌芽林が存在しないことで電証明されるよ

うに、伐採してし籔えぱスダジイ林は消減してしまう。

　スダジイ林の立地は～般に乾生地ではあるが安定した地形上にあり、土地的には比較的

強い自然と考えられてよい。しかし、前述したようにひとたび破壊したらその復元には多

大な時間を要することからきわめて弱い自然と考えられる。県内の民族の遺産・文化驚保

護という見地から、また多様な機能を果す常緑広葉樹林の確保という観点からも、現在残

されているスダジイ林は貴重なものであり、必ず保護・管理されるべきであるQ

　2）　シラカシ群集

　調査地域内でもっとも広汎に見られる常緑広葉樹林はシラカシ林である。大宮台地、武

蔵野台地など洪積台地の縁や、河川沿いに発達した自然堤防上にある古くからの集落の防

風林として、また集落の近くに点在する社寺の境内林として保護さ訟調査地域の各地に

45～20辮の高さに生長したシラカシの優占林が見られる。

　調査資料は主に大宮台地や埼玉慧地のもので、荒屑低地や武蔵野台地では少ない。

　群落階層は4薦に分化し、高木繁～層にはケヤキをともなっていることが多い。その下

層にはアオキ、ピサカサ、シロダモ、ヤブツバキ、シュロ、チャノキ、ナンテン、ネズミ

モチなどの低木が茂鉱林床にはペニシタ＼　ジャノヒゲ、ヤブコウジ、オオバジャノヒゲ、

キヅタなどが生育し、群落構成種の多くが常緑性の種で占められている。しかし、同じ常

緑広葉樹林であるスダジイ林と比較すると、ムクノキ、エノキ、ムラサキシキブ、サンショ

ウ、ガマズミなどの落葉広葉鐵や、イヌワラビ、コチヂミザサ、タチソボスミレなど冬季

に地上部の枯れる夏緑性草本値物のしめる割含が高い。すなわち嬉陽生の2次林構成種の

多い群落となっている。これはシラカシがスダジイに較べて樹冠が糧で明かるいこと、落

葉広葉樹のケヤキを高本層に混生していることが多いことなどから、林内は比較的明かる

く陽地性のこれらの種が群落内に多いものと考えられる。値生調査地1の松伏町新川で得

られたシラカシ林のように、高木層に落葉広葉樹をまったく含まない場合には、群落種組

成に2次林構成種の繊現は減少している。
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　防風屋敷林や境内林として保護されてきたこのシラカシ林は、シラカシを標徴種とし、

ナンテン、シュロ、チャノキなど栽植品が逸出し野生化した、入聞の三更と関係深い種を

区分種としたシラカシ群集にまとめられているQ

　シラカシ群集は乾生地と湿生地とで出現する種が多少異なり、組成表作業を通じてイヌ

ワラビ、サンシ官ウ、コブシ、エゴノキで区分されるケヤキ亜群集と、区分種のない典型

鍾群集とに下位区分された。

　ケヤキ亜群集は沖積低地と接するゆるやかな台地斜面や自然堤防などやや湿生地に発達

するシラカシ林でシラカシにかわってケヤキの優占林になっていることも多い◎水分条件

の良い土地にある屋敷林はこのケヤキ亜群集に属する。逆に言えば、集落のほとんどはケ

ヤキ璽群集の立地に発達していると雷える。（図一7）
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図一7　シラカシ群集ケヤキ亜群集

　喋　ネズミモチ

　4　ケヤキ

　ア　イヌワラビ

怪0　オオバジャノヒゲ

　2　シラカシ

　5　サンショウ

　8　ヒサカキ

壌1　シュロ

　5　アオキ

　6　ムクノキ

　9　キヅタ

12　エゴノキ
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15　エノキ

窪6　　シロダモ

19　ヤブコウジ

～4　チャノキ

喋7　ヤツデ

2D　コブシ

15　ムラサキシキブ

1　8　　・ヤブツバキ

　ケヤキ亜群集はさらにミズヒキ、アマチャヅ勘　ドクダミ、ミズキ、ホウチャクソウ、クサギ、ヤマノイモな

ど冬季に地上部の枯れる多年生植物や落葉広葉樹を区分種とする変群集（ミズヒキ変群集）と、それら

を含まない典型変群集に下位区分された◎ミズヒキ変群集は典型変群集よりも林内の明か

るく、したがって2次林繊種が多く、入舞的影響を強く受けた荒れた林分である。

　湿生地のク’ヤキ亜群集に対し、典型亜群集はやや急な台地斜面や、盛土されて他より急

に高くなった所のような絶較的乾生地に生育するシラカシ林で、松伏町の旧家の稲荷をま

つソた築山や、額座市柳瀬荘（国立博物館所有）、川越市喜多院など鎮守の森として、ま

た、斜面の保護林として残されてきた所に．見られる。　（圏一8）
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図一8シラカシ群集典型亜群集断面模式

4　　シラカシ

4　ピサカキ

2　ヤマイタチシダ

5　ヤブコウジ

5　 ジヤ．ノヒゲ

6　　シロダモ
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　7　ヤソデ

歪G　シユ自

1ろ　テイカカズラ

重6　ムラサキシキブ

19　ヤブツバキ

　8　キヅタ

壌歪　ベニシダ

母4　イヌシデ

17　チャノキ

　9　アオキ

12　ムクノキ

i5　ネズミモチ

18　ヤブラン

　シラカシ群集はヤブツバキクラス域では北限近ぐに発達する常緑広葉樹林である瓜関

東平野では内陸の、関東ロームが厚く堆積した洪積台地一とにかつては広く生育していたと

考えられている。気候的にはスダジイ林を許容する地域であっても、関東ローム層で厚く

訟敵われた土地では、直根性で成長の早いシラカシがスダジイを圧し（シラカシの優占す

る常緑広葉樹林が成立する。したがって、海岸からあまり遠くない地域では台地の肩や関

東ローム層の薄い、乾燥しやすい立地ではスダジイの優占林が成立し、岡じ地域にシラカ

シ林とスダジイ林が土地的に住み分けている。さらに内陸の乾燥地ではスダジイにかわっ

て、アラカシ、アカガシ、ウラジロガシ壕どの森林が生育するという配1分が見られる。

　上記のように武蔵野台麺や大宮台地をはじめ麗東地方の関東ローム履が厚く堆積した台

地面の原越生、潜在自然植生はシラカシ群集と考えている瓜しかし鈴木時夫1968は、

シラカシは季節風を防ぐ生垣として殖えられていたもので入工的成立の公算が大きく、し

たがって台地上の自然植生としてのシラカシ林の存在は否定はしないが疑問であるとし、

そして、モミ林の存在が考えられるのではないかとしている。また、吉岡邦二墨968も

東北地方（福臨懸）の森林の中で、シラカシの萌芽性の大なること、シラカシ林内には2

次林構成種の多いことなどの理由から、シラカシ林はヤブコウジースダジイ群集に属する

スダジイーシラカシ群落の前極稲林として位置づけている。

　平坦地である台地面は古くから様々に利用され、原生林は勿論のこと、比鞍的広い面積

を有する自然林は、半自然生のものも含めても、境内林や屋敷林という植栽など何らかの

入為的干渉を受けることの多い所にしか残っていない。大宮台地のゆるやかな斜面にもク

ヌギーコナラ林に接してシラカシ優占林が見られる瓜胸高直径のそう大きくない林であ

る。シラカシは建材、農具など様々に利用され、神奈頬県川崎市久地付近の農家の斜面に

はあきらかに髄えられたことがわかっている発達したシラカシ優占林が見られる。「また、

シラカシは陽地でもよく芽生えるのに対し、スダジイは幼令の頃は陰樹の性格をもち、明

かるい落葉樹林内には芽生えや若木を見ることは少ない。クヌギーコナラ林でもピサカキ、
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シラカシなど常縁広葉樹が低木層に多い林内にはスダジイの芽生えを見る。調査資料で

スダジイの出現するシラカシ林やクヌギーコナラ林の分布は大嘗台地南部に多い傾向を回

すが必ずしも集中せず、襲た厚いローム層が堆積して診り乾燥しやすい立地とも限らない。

気候的には回縁広葉樹林域として条件の悪い北限付近にある調査地域では、その生態的最

適域が爾南日本にあるスダジイ林の回復は当然遅いと考えられる。

　また、得られた調査資料から、常緑性の種とその他の2次林ないしマント群落構成種と

の劇合を比較すると、同じ常緑広葉樹林であるヤブコゥジースダジィ群集やモミーアラカ

シ群落では生育面積が狭いにもかかわらずその比が6：4であるのに対し、シラカシ群集

では4：6で、常緑樹林本来の種が少ない。充分に広い薗積を有する発達した常緑樹林で

はまったく夏緑性草本、落葉樹を含まないことからも、シラカシ群集の極相林としての性

格が弱い。以上の点から、吉岡の、シラカシ林をスダジイ林の前極糟林として位置づける

ことには肯定的な側面がある。

　いずれにしてもシラカシ林は自然度の高い、この地域によく適合した森林であり、生長

も早く、種子からもよく芽：生え、天然更新も良好な、常緑広葉樹林としては明かるい翻象

を肥える。輝土の悲、環境保金林を考える時の基：奉的森林型とされてよい◎

　この郷土を代表するシラカシ林は、調蒼地域内には農家の屋敷林として各地に、ことに

森林の少ない水田地帯に発達した林分が存在する。しかし、最近、自然こ調和iた生活を

続ける中に生まれ、継承されてきたこの屋敷林は、農村の布街化とともに、日照をさえぎ

るものとして、また、農家の改築の際の瞳害物として次々に伐り倒されてきている。

　屋敷林は一般に判人の所有林であるため、法的に伐栽を禁止することは塵難であろうが、

森林の少ない低地の重要な環境保全林として、また民族の遣産として発達した屋敷林に対

しなんらかの保護対策を早急にたてられることが墓まれる。森林を破壊することはきわめ

て容易であるがこれを創造するとなると莫大な費用がかかり、そしてな澄地中動物裟で含

めて多面的な機能を果す森林になるまでには多大な時悶を必要とする。莫大な費用と入力

をかけて造成した明治神宮境内林も50年経過した今臥相観的には20飛もの発達した

高木林に生長しているが必ずしも調和のとれた天然更新の良好な森林とはなっていない。

　5＞　モミーアラカシ群落

　狭山丘陵や加治丘陵の裾に点在する神社には、裏山にあたる斜面に常緑広葉樹を主とす

る自然林に近い森林が残されていることが多い。これらの森林はアラカシが優占し、針葉

樹であるモミが混生している林となっているのが「般的で、調査資料は得られなかったが、
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武蔵村山布の神社ではウラジロガシ、ツクバネガシが優占している林分も見かけられる。

いずれもその面積は狭く、したがって周囲から光や風がはいりこみ、また子供の遊び場と

なって林床が荒されていることも多く、林内にはいると、外観から受けた士林の印象とは

大分異なることがしばしぼである。なかには蜜つたく林床が踏み誉められ、高木のみの林

になっている所もある。これらの神祐林の中で、森；林としての姿を比較的良く保っている

林分を選んで、調査地域内で狭山湖金棄院、武蔵野音大付近の2ケ所、周辺で武蔵村由窃

十二所神社で睾ケ所の調査資料が得られた。

　この群落は調i査地域内のシラカシ林や我々の比企丘陵での調査資料と組成表で比較検討

した結果、比企丘陵と同じものとしてモミーアラカシ群落にまとめられた。シラカシ群集

に対してはアラカシ、モミ、ヤブムラサキ、コパノガマズミ、ヒメカンスグ、ウラジロガ

シ、ヤマツッヅを区分種とした群落である。

　モミーアラカシ群落の発達した林分では、モミがアラカシの上層に抜き出て、遠くから

もその存在が邑立つ。高木第二層も第一屡と同様にアラカシ、モミで構成され、低木層以

下も多くは、常不一、常縁葦本で占められる。　（三一9）
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　肇　モミ

　4　アラカシ

　7　ネズミモチ

歪〔｝　オオイタチシダ

15　ツルグミ

歪6　コバノガマズミ

モミーアラカシ群落断面模式

　2　シュンラン

　5　ピサカキ

　8　ヤブコウジ

1竃　ヒメカンスゲ

4　4　　ヤブツバキ

壌7　シュロ

　5　ヤマツツジ

　6　ヤマイタチシダ

　9　キヅタ

墨2　ムラサキ・シキブ

15　ジャノヒゲ

18　テイカカズラ

　低木履にもアラカシの欄回数が多く、次いでヒサカキ、モミ、ネズミモチ、アオキ、ヤ

ブツバキ、シロダモ、シュロなどが生育し、草本層ではジヤノヒグ、ヤブコウジ、テイカ

カズラ、ヤブラン、ヤマイタチシダ等が主な出現種で、これらはシラカシ林にも共通的に

見られる種類である。平坦地で呂につくシラカシは低木層か草本層にその幼生が見られる

が、個体数も数個体ときわめて少なく、現在のアラカシにかわって、将来シラカシの優占

する林分が形成されるということはまず考えにくい。

　地質は狭山丘陵では多摩ローム層がろG魏近くの厚さで堪積し、加治丘陵では尾根に近

いところで5物程度の潔一ム層がのっているに過ぎないもロームの厚さという点で狭山丘

陵と加治丘陵とでは大きな差があるが、その下はどちらも礫層が厚く堆積し、乾繰しゃす

い立地となっている。

　狭山丘陵と加治丘陵とのモミーアラカシ群落の種組成的差異は残存林がきわめて少ない

ため、断定することは鐵来ない瓜得られた調査資料からはほとんどないと思われる。し

かし、代償植生で狭山丘陵ではアカマツが植林され、加治丘陵の北斜面ではヒノキの椹林

が多いということは、立地が支え得る自然植生、つまり潜在自然植生が多少異なることを

示している。

　モミの被度の高い群落についての群集単位は、シラカシ群集のモミ亜群集と、モミーシ

キミ群集（鈴木時夫墨961＞とが報告されている。モミーシキミ群集はモミ、カヤ、シ

キミ、アセビ、イヌガヤ、ヒイラギ、キツコウハグマ、ミヤマシキミ、ハイシキミを標徴

種むよび区分種とし、東北から九州までの、ヤブソバキクラスとミズナラーブナクラスの

境界付近に発達する主としてモミを優占する群落単位である。（宮脇他49月）また

シラカシ群集モミ亜群集は筑波山や多摩丘陵上の関東ローム層の厚く堆積し叙乾繰しゃ

すい尾根付近に発達する、モミとシラカシが混生する群落である。狭山丘陵や加治丘陵に
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残存する、モミを混生する群落は荊回したようにシラカシが優目することは考えられなレ》。

また、当丘陵の標高は200飛以下でまったくのヤブッバキクラス域で、ミズナラーブナ

クラス域の境界付近にあるとは考えられない。また種組成的にも比較的高い山地に一般的

な種であるミヤマシキミ、ハイシキミなどもまったく認められない。

　これらの理由から比企丘陵も含めて、当地域の低海抜地のローム層を欠くか、譲たは薄

い所に発達するモミ林はモミーシキミ群集と、シラカシ群集モミ亜群集とのどちらにも澄

そらく該当し創へ別の群集単位となるものとして、今回はモミーアラカシ群落として記

載した。

　4）ゴマギーハンノキ群落

　荒川にかかる治水橋から秋ケ瀬橋間の東側の高水敷には、関東平野を流れる大小の河蛸

には珍しい、かなり広い生育面積を有する落葉樹林が見られる。このハンノキ、クヌギを

主とする湿生林は、ハンノキ、クヌギ、ゴマギ、イボタノキ、ヤガミスゲ、チョウジソウ

を群落区分種としてゴマギーハンノキ群落にまとめられた。

　いずれも高さ1壕～15俄の発達した森林をなし、群落階層は概ね4屡に分化しているQ

高木第1層はハンノキ、クヌギが主で、なかにエノキが少数混生し、80～90％の高い

植被率を直す密な樹冠を形成している。

　その下の高木第2層にはハンノキや、エノキ、エゴノキなどが低級度で生育しへまた、

抵木属はゴマギ、イボタノキ、ノイバラ、エノキなどが主な出現種で、ゴマギーハンノキ

群落はシラカシ、ピサカキ、アオキなどの常緑広葉樹をまったく含まない完全な落葉広葉

樹；林となっている。　（三一10）

図一10　ゴマギーハンノキ’群落断颪模式
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ゴマギーハンノキ群落の群落

　1：ハンノキ

　峰：イボタノキ

　7：ノカンゾウ

10：カナムグラ

15：コヤブラン

16：クサヨシ

19：ツユクサ

　2　クヌギ

　5　ノイバラ

　8　コチヂザサ

11　エゴノキ

14　ヤガミスゲ

17　スイカズラ

20　カラスウリ

　5　ゴマギ

　6　エノキ

　9　ミゾソバ

窪2　チ葺ウジソウ

15　セリ

18　アマチャズノレ

24　ノブドウ

草本層の高さは0．8～1．2吻と高く、ヤガミスゲ、チョウジソウ、クサヨシ、ノカンゾ

ウ、コチヂミザサなど冬季に地上部の枯れる多年生草本纏物がゴマギーハンノキ群落に一

般的に出現し、それらはクッション状にそえそれ群生・繁茂している。調査資料は7～9

月のものであり被度は小さいが、初春にはノウルシが群生する。ハンノキ、クヌギなど高

木の根元は他よりやや高く盛りあがっていて、そこにはじめてジャノヒゲ、ヤブラン、コ

ヤブランなど丈の低い常緑性の草本冠物が生育している。

　ゴマギーハンノキ群落は雨が降るとすぐに：、そして長期にわたり湛水するような低湿地

と、梅雨、台風などの増水時以外は湛水することのない比較的乾生な所とでは、林床植生

に相違が見られる。低湿地では丈の高い大型の草本植物のカサスゲが生育し、比較的乾生

な所ではセリ、ヌスビトハギ、カモジグサ、ミズタマソウ、トボシガラ、ウシハコベなど

長期の湛水時には腐敗してしまうような、軟質な丈の低い植物が群落内に多く見かけられ

る。

　ゴマギーハンノキ群落は季節的変化の少ないスダジイ林やシラカシ林などの常緑広葉樹

林とは対象的に、季飾によって著しく異なる季観を呈する。ハンノキ、クヌギなどがまだ

葉を展開しきらない春にはノウルシ、チヨクジソウの花が咲きそろう華やかな明かるい林
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相を呈し、夏から秋にかけては木も草も葉を密に蔑らせ、カラスウリ、シオデ、カナムグ

ラ、ヘクソカズラなどのつる六物が低木にからみつき、入を寄せつけない草濁へまたう

す暗い鉢となり、秋には黄葉し、冬にはクヌギの茶色の葉を残した枯木立のような無彩色

な林相を呈するというように、多様な群落景観を見せる。

　ゴマギーハンノキ群落の土壌断面を見ると1α羅の腐植層の下は厚い粘：土層となって一

紙きわめて排水、通気性の悪い立地にあるといえる。このような厳しい環境下では、そ

こに生膏できる植物の種類は限られ、他とは異なる立地特有の群落が発達する。したがっ

て裏を返せば、環境が破壊され、立地が少しでも変化すれば、その植生の存続・復元は困

難なことを意味し、ゴマギーハンノキ群落はきわめて弱い自然植生であるといえる。国の

天然記念物として指定され、県花ともなっているサクラソウがかつてはこの地一帯に群生

していたとの記録がある瓜現在その自生した姿が蜜つたくといってよい程、みかけなく

なってしまったのもゴルフ場その他で次第に乾性化させられてきた荒川河川敷の環境の変

化に適応しえなくなった規われであると晃ることも出来る。

　ハンノキ林は繭九州から北海遵まで、河川流域の沖積地、谷劃へ湖沼など泥炭粘土が

深く堆積した｛璽地に鼠生する。ことに開発の比較的遅れていた東北地方北部や北海道にその

天然林がよく発達している。しかし、大部分の地域では、湿潤地にあるハンノキ林の立地

は、ほとんどが水鑓に澄きかえられ、なかでも関東平野の広い沖積低地にかっては広大な

原生林をつくっていたはずのハンノキ林も、まったく影を失な　へ広い水田地帯のあぜ道

には伐り取った稲をかけるはさ木として生育しているハンノキに潜在自然植生の手がかり

をわずかに毒えているにすぎない。台風時には浸水する低水敷も、排水設備をほどこした

土地改良により、多くは広い美田にかえられ、また、谷あいに筋状に生育していたハンノ

キ林も同様に水田に利回され、残されていてもほんのわずか森林の断片であるにすぎない。

　したがって、日本のヤブツバキクラス域の水田地帯の原髄生、潜在自然植生は何かを考

察する際その種組成はどういうものであるか、また、同じ地域のすべての水紹が同じ種組

成のハンノキ林と言えるのかどうか、不明な該まで現在に至っている。

　荒川の河瑚敷に残存しているゴマギーハンノキ群落が、関東平野一帯の瀞積低地の水田

の潜在自然短生を代表する群落といえるかどうかは今後の調査研究に待たなければ不閣で

ある瓜しかし、前述したように、今爲の文化景観域ではハンノキ林の現存そのものが貴

重であり、藤積的にも広く、しかも自然度の高い荒川流域のハンノキ林はこのま寮大切に

保護されるべき価値の高い群落である。
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　5＞　ヤナギ群落

　着用ぞいのや＼安定した立地や湖沼の周辺にはしばしば数種のヤナギによる低木林や高

木林が分布している。生育地は洪水の際に冠水し、群落は流水の機械的作用を強く受ける。

しかし、中位の増水では冠水しない。

　荒川を中心とする各河摺の河州敷に見られるヤナギ林の主な構成種は、タチヤナギ、イ

ヌコリヤナギ、オノエヤナギなどの低木性のヤナギである。群落高は3～5鵠内外であり、

低木層はこれらのヤナギ類の他は他の樹木をまじえない。

　林床はコモチマンネングサ、スギナ、クサヨ熟　カモジグサ、　イシミカワなどが生育し

ている。

　ヤナギ低木林の土襲は一般に粘土を含む砂質土である。群落をとりまく隣接地は礫や小

石の多いときでも、ヤナギ林はやN低地に位置し、±壌は深い暢含が多い。

一方高木に達するヤナギにはアカメヤナギ、カワヤナギ、コゴメヤナギなどがあるが、

これらの種がまとまって森林を形成しているところは調査地域内には見られない。わずか

にタチヤナギの低木林にアカメヤナギかカワヤナギが散見するに過ぎない。

　ヤナギ群落は、河絹沿いの不安定な立地に生育し、流れを調節し、河岸を保護する重要

な役劇を果している。かっての荒絹の氾らん原には各所にヤナギの高木林や低木林が生育

していたと考えられるが、親在は、水田耕作地の造成や、河川改修によってそのほとんど

が姿を消している。

　b　代償植生

　窪）　クヌギーコナラ群集

　武蔵野台地をはじめ、狭由・加治丘陵、大宮台地など関東ロームが厚く堆積した洪積台

地上では調査地域金般にクヌギ、コナラ、イヌシデなどを主とする落葉広葉樹林が広く見

られる。武蔵野の雑木林として知られるこのクヌギーコナラ林は、この地域の自然林、シ

イ・カシ類を主とする常緑広葉樹林が破壊された後に生じた二次林で、薪炭材として肇0

～20年の周期で定期的に伐採されることにより存続してきた林である。

　調査は狭山丘陵、武蔵野台地大宮台地の各地壱で行なわれ、50の調査資料が得られ

た。大部分はコナラを主とする萌芽生の二次林である瓜場所によリクヌギまたはイヌシ

デの優占林も見られるQクヌギが優占する林は植林とも考えられるが、コナラ優占林にも

クヌギがしばしば混生」量的に差があるのみで、現地では立地的にも種組成的にもほと

んど差異は認められない。したがって同一の組成表で扱われている。イヌシデについても
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同様である◎

　いずれの林分も、燃料が薪・炭からガスや石漉などにかわった現在、薪炭材として伐採

慈れなくなってから久しぐ、低いもので屯8肱高いもので睾7解もの高木林に生長して

いる。

　群落階層は搬に5層ないし4層に分化している瓜近年蜜での利用状況により、高木

第二層が欠けていたり、低木層にアズマネザサが密生していたり、または低木屡もなく、

高木層と草本層のみの林であったり、林の構造は様々である。現在、まだ堆肥用の落葉か

きがなされている林分で鳳下草刈勢が定期的に行なわれる結果、今後高木屡に達するは

ずの低木層が粗で、ほとんど高木層と草本層の2麟落をなしている。草本層にはアズマ

ネザサ、シラヤマギク、アキノキリンソウ、ヒメヤブラン、ノアザミなどススキ草原の種が

繁茂している。

　このように落葉かきなど絶えず入為的干渉を受けている林分では、ムラサキシキブ、ガ

マズミ、ノイバラなどマント群落やススキ草原構成種が林内に数多く漫入している。出現

種数は40～60種ときわめて多く、長い閥放置されてきた林分では森林生のものに次第

に淘汰され、出現種数も40種前後に安定してきている。

　また、林内にはシラカシ、チャノキ、ピサカキなど常緑樹種が高頻度で出現し、ことに

発達した森林ほどこれらの被度が高く、クヌギーコナラ林の潜在自然櫃生が常緑広葉樹林

であることを示している。

　調査地域内に生育するクヌギーコナラ林はシラカシ、ヤマコゥバシ、ヒカゲスゲ、チャ

ノキ、ミツバツチグリ、クヌギなどを標徴種訟よび区分種として、関東地方一帯に広く分

布するクヌギーコナラ群集（宮脇1967）に属するものとしてまとめられた。組成表作

業を通じて》このクヌギーコナラ群集はさらにヤマツツジ亜群集とムラサキシキブ亜群集

の2つに下位区分された。

　ヤマツツジ亜群集はヤマツツジ、ヤマワルシ、オトコヨウゾメ、1ノヨウブ等で区分され

た乾生地の2次林で、武蔵野台地と狭山・加浩両丘陵地帯に生育する。　（図一U）
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図一11　クヌギーコナラ群集ヤマツツジ亜群集

　1　　ζメ　Vブフン’

　4　ウツギ

　7　ススキ

10　シラカシ

15　クヌギ

窪6　エゴノキ

鷹9　シラヤマギク

　2ノガリヤ．ス

　5　ホソバヒカゲスゲ

　8　ヤマコウパシ

11　オトコヨウゾメ

14　コチヂミザサ

肇ア　アズマネザサ

20　クリ

　5　コノラ

　6　ヤマツツジ

　9　フジ

12　アキノキリンソウ

45　ピサカキ

18　ヤマノイモ

2肇　ガマズミ

　ヤマソツジ亜群集はさらにモミ、ツクバネワツギ、マルバアオダモ、アセビ、アラカシ、

ミッパッソジで区分されるモミ変群集と、特に区分種のない典型変群集との下位単位に分

かれる。この2つの変群集は地質的にその生育地が異な鉱モミ変群集は礫履が厚く堆積

し、ローム層を欠く瓜蜜たは薄い地域一狭山丘陵の西部や加治丘陵に見られる。また典

型変群集は多摩ローム屡の堆積する狭山丘陵東部や武蔵野鷹一ム屡が堆積し、地下水位が

低く高燥な武蔵野台地内部に生育する。モミ変群集の：方が典型変群集よりもより乾生立地
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にある。

　ヤマツソジ亜群集と同じ立地には乾生地に適するアカマツが櫨林されていることが多い。

　ヤマッソジ璽群集の潜在自然殖生は現地に点在する付近の自然植生や、葭然臨生の総成表

と比鞍することにより、モミ変群集はモミーアラカシ群落に、典型変群集はシラカシ群集

典型亜群集に対応するものと考えられる。

　一方、ムラサキシギブ亜群集はムラサキシキブ、エノキ、ケヤキ、コマユミ、サワフタ

ギで区分されるクヌギーコナラ林で、武蔵野台地の一部、大宮台地など、厚い関東ロ…ム

眉に誇海われた比較的水利のよい洪積台地上に発達している。
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園一12クヌギーコナラ群集ムラサキシキブ亜群集

　1　ヤマコウバシ

　4　ヒサカキ

　7　ミズキ

10　シラヤマギク

唯5　シュロ

16　シロダモ

　2

　5

　8

1窪

儀4

堪7

コナラ

ビナンカズラ

ノガリヤス

エゴノキ

シラカシ

ムラサキシキブ

　5　ジャノヒゲ

　6　イヌシデ

　9　キヅタ

奄2　ケヤキ

15　アズマネザサ

唱8　ホソバヒカゲスゲ
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19　アオキ

22　ネズミモチ

20　ムクノキ

25　チャノキ

21　ヤブコウジ

24　ガマズミ

　平坦な台地面は古くから耕地に利用され、武蔵野台地面に見られるような広い森林地帯

はほとんど無く、耕地と集落と森林とが綱かなモザイクをなして配分している。沖積低地

と接する山颪ではスギ櫃林とともに欝状に残されている。

　ムラサキシキブ亜群集はさらにシュロ、キヅタ、イヌシデ、ムクノキ、アオキ、ネズミ

モチ、シロダモ、ミズキ、イヌザクラ、ジャノヒゲ、ビナンカズラなどで区分されるイヌ

シデ変群集と典型変群集に下位区分された。

　イヌシデ変群集は台地斜面や大宮台地南部・下総台地の台地面に生膏している林分で、

イヌシデの被度の高いことが多く、クヌギーコナラ林というよリイヌシデ林という相観を

尊える。また、群落内に：区分種にあげられているシュロ、ジャノヒゲ、キヅタ、アオキ、

ネズミモチ、シロダモ、ビナンカズラをはじめシラカシ、．ヒサカキ、ヤブコウジ、・ヤブ

ランなど常緑性の樹種や草本植物の多いのが響鐵である。これはヤマツツジ亜群集やムラ

サキシキブ亜群集典型変群集よ参も水分条件が良く、植物の生育が眠盛で遷移の速度が早

いことがうかがわれる。

　イヌシデ変群集の下位には、スダジイ、サカキ、マンリヨク、ユズリハなどの常緑広葉

三種で区分される林分が認められる。これは川目市蓉薪二三、春日部布花積、撰奈町小

貝戸など付近の社寺林にヤブコゥジースダジイ群集の断片的な林分がある地域の2次林で

ある。

　ムラサキシキブ亜群集の典型変群集は武蔵野台地縁辺部に近いノ1越帯内や、またアカマ

ソ植林の見られる大宮台地化部の二次林で、高木層にはコナラに次いでクリの被度が高い

傾向がある。

　ムラサキシキブ亜群集の潜在自然植生はイヌシデ変群集はシラカシ群集ケヤキ亜群集に、

典型変群集はシラカシ群集典型亜群集に対応するものと思われる。イヌシデ変群集スダジ

イ変群集はあるいはヤブコウジースダジィ群集に対応することも考えられるが、この地域

のヤブコウジースダジイ群集自体がシラカシ群集への移行帯にあるので、現段階では正確

な位置づけは困難であり、今後の潜在自然植生の調査に期待される。

　また、かっては薪炭材として、三葉を燃料や肥料にと蕩い利用価値：を有していたクヌギ

ーコナラ群集は山地の遠いこの調査地域内では集落の近くに各所いたる齎に見られ、近
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年放置されてきたため伐採後数年といった潜令林ではなく、いずれも肇0魏以上の高木林

に成長している。もっとも広域にクヌギーコナラ群集が残されているのは、江戸時代に用

水が引かれるまで耕地としても利用されることの少なかった高燥な武蔵野台地面で、アカマ

ツ植林とともに近郊には珍しく広い森林地帯が見られる。弱い自然地域である斜面には東

京近郊の各地で林が残されているが、このように起伏のない平坦地には少ない。

　比較的交通の便が悪かった狭山布をはじめとするこの武蔵野台地の上は、武蔵野線が開

通し、近年の東京のベットタウンの波から避けられるはずもなく、地形の変更も不必要な

平坦地で、法的に竜地塁転換が容易で、買収しやすい森林地帯であるため、広い面積をも

つものから大規模な宅地造成が行なわれ、画一的にブルドーザーを動かし壕本残らず伐り

倒している現状である。また都布から移転してきた工場の工i業地域や、自然度の低いゴル

フ場にと急速に森林：地帯が破壊され、狭められてきている。

　莫大な金をかけても緑地帯を建設し、よりよい都市環境を作ろうと金国的に努力されて

きている今日において、自然景観域では相対的に価値が低く見なされる代償植生の森林も、

自然殖生はほとんどない文化景観域では多面的な機能を果す森林としてきわめて高い価値

をもっている。たとえ翻人や法人の所有する土地であっても、地域住罠の健康を保証する

職掌の共有財産としての立場から、森林の伐採は最小限にくいとめ、現存する森林を最大

限に利用した計函的な都葡づくりが行なわれることが望まれる。

　2＞　アカマツ値フ林

　一般に厚い関東職一ム層で診語われている調査地域内では、アカマソ林は醸とんど植林さ

れたものである。狭蜘丘陵の一部に2次林的な林分が認められるほかは、アカマツの自然

林はまったく存在していない。

　アカマツの｛解毒の構造をみると、樋林されたアカマツが最と雇をしめ、その下にコナラ、

エゴノキ、クリ、ヤマハンノキなどこの地域の代表的2次林である落葉広葉樹林・クヌギ

ーコナラ群集の構成種が第2屡以下を構成している。しかし、ヒメヤブラン、リョウブ、

レンゲツツジ、ヤマツツジ、ア六田ダなど、貧化した土地であることの多い乾生地の陽樹

三内に一般的な種群が、高常輝度でアカマツ林内に出現しているのが、クヌギーコナラ群

集とは種組成的にやや異なる。一般にアカマツ、クロマソ等、葉に硅酸分の多い梅木を植

林すると土地の貧化をきたすことが知られている。

　群落構造はその林分の植林されてからの年数、管理状態の良否によって、5層をなすか

4層に階区分化しているか、各林分によって異なる。また縁部も種組成も同様に各林分に
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より多少違いが認められる。

　アカマツ植林はナッハゼ、マルバアオダモ、ネジキ、ヒメカンスゲ等で区分されるナツ

一州ーアカマツ群落と、ゴンズイ、ムラサキシキブ、カマツカ、ヤマノイモ、コチヂミザ

サ、シラヤマギグ等で区分されるムラサキシキブーアカマツ群落との2群落が認められた。

　ナツハゼーアカマツ群落は武蔵野台地狭山丘陵hの。地下水位の低い、種組成的にもナ

ツハゼ、ネジキ、マルバアオダモ、ヒメカンスゲなど乾生地指標植物で区分されることか

らも欄携されるように乾生立地上に生育する林分である。

　ナッハゼーアカマツ群落は更にコパノガマズミ、アセビ、オトコヨウゾメ、ツクバネウ

ツギで下位区分されるアセビ下位群落と区分種の特にない典型下位群落とに区分される。

アセビ下位群落は狭山丘陵の尾南部のアカマツ林でクヌギーコナラ群集のヤマソツジ璽群

集モミ変群集に、また典型下位群落はクヌギーコナラ群集ヤマツツジ亜群集典型変群集に

それぞれ対応している。

　ムラサキシキブーアカマツ群落は武蔵野台地の二院面にあたる台地や大宮・岩槻台地な

どに生瀕する群落で、地下水位の高い地域にあることが考えられる。（図弓5）
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図一13　アカマツ植林（ムラサキシキプーアヵマッ群落）
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　同群落で狭山’市：旭野の立川面台地の林分ではムクノキ、ミズキ、ケヤキ、サンシ霧ウな

ど比較的湿生地に生育することの多い種群が出現している（ムクノキ下’位群落〉。調査区

は典型下位群落と岡様に平坦地である。

　ムラサキシキブーアカマツ群落はクヌギーコナラ群集のイヌシデ亜群藥に対応し、ムク

ノキ下位群落はムクノキ変群集に、典型下位群落は典型変群集にそれぞれ種組成的に対応

している。

調査地域内でアカマツ林が多いのは地下水位が低いため水利が悪く、江戸時代まで耕地

としてほとんど利用されなかったことが知られている武蔵野台地上であ鉱クヌギや識ナ

ラなどの薪炭林とアカマツ林が布松模様状に混在して～東京近郊としては広い森林地帯を

つくっている。地下水位の高い、従って古くから耕地として利用され、森林のしめる面積

は狭い大宮・岩槻台地では、ク溜マヅ、スギ、ヒノキなどが二三されていることが多ぐ、

アカマツ値林は比較的少ない0

　5）　クロマツ櫃林

　調査地域内ではクロマツの樋林は少なく、水分粂件の良い大審台地や下総台地の一部に

小規模な植林を見るのみである。

　調査地域に隣擾した下総台地上の幸手町鷲の巣で調査資料が得られた。

樹高8窺の三三的若令雄琳地で・群騨窓層は三層に分かれ・高木層のク・マツの下に

コナラ、エゴノキ、ガマズミ、サワフタギ、ゴンズイなど落葉低木が蜜ばらに生えて、林

床にはアズマネザサが繁茂している◎この立地の自然篠生であるシラカシ林の構成縫、シ

ラカシ、ヒサカキ、アオキなど常縁樹種はほとんど見られず、一方コナラ、サワフタギ、
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イヌシデ、ミツバッチグ1，などクヌギーコナラ群藥の構成種や、アズマネザサ、ススキ、

ヤマハギ、ワラビ、シラヤマギグなどススキ：革原を構成する種、また、ヌルデ、タラノキ、

アカメガシワ、ダンドボロギクなど森林の伐跡地に鐵現する種宏ど多様な種類が群落内に

生育し、下草刈りなど人為的干渉を強く受けている森林であることがあらわれている。

　4）　スギ植林

　台地・丘陵地斜面の谷部や大嘗台地上の農家の北側には小面稜であるがスギの値林地が

見られる。上羅市にある農家の裏手と平林寺の境内の2箇所で纏生調査がなされた◎どち

ら奄比較的手入れの良妊な植林地で、上尾市の林分ではスギが20擁以上の高木に生長

している。高木第1層を占めているスギの下には、エゴノキ、ゴンズイ、ムクノキ、エノ

キ、ガマズミなどの落葉広葉樹やハリガネワラビ、ドクダミ、ホウチャクソウ、ゼンマイ

など冬季には地上部の枯れる多年生草本植物が多数生育し、種組成的には2次林のクヌギ

ーコナラ群集とほとんど変わりはない。同じ針葉樹の植林でも乾生地のアカマツやクロマ

ツの植林に比較すると、スギの纏林地は群落内の全嵐現種に対し、林内に生育するシラカ

シ、ヒサカキ、アオキ、シュロ、マンリョウ、ジャノヒゲなど常緑広葉樹・常緑性草本短

物の占める割合が高く、蓑たマント群落の構成種であるつる纏物やススキ草原要棊も少な

く、植林の中では常緑広葉樹林（自然林〉への復冗の良好であることがうかがわれる。

　蜜た、この2筍所のスギ櫨林の潜在自然殖生は、シラカシ、ムクノキ、サンショウ、コ

ブシ、ドクダミ、ホウチャクソウなどの群落構成種から、シラカシ群集ケヤキ亜群集の立

地にあることが考えられる。

　スギは用材として癒値が高く、　したがって古くからある農家では屋敷林としてスギが家

の周囲によく植えられている。しかし、大気汚染環境に弱く、自動車の往来の激しい道路

近辺のスギは近年その勢いが衰えてきて訟り、立枯れする奄の奄生じている。

　5）　モウソウチク林

　川口市、浦和市、岩槻布など大宮台地の南部にあたる台地上には、各所で家の周辺にモ

ウソウチクが植栽されている。モウソワチクは主に筍を食用とする自的のほ瓜家具材と

して用いられる。

　調査資料は浦和帯・川口市内の5箇所で得られたQいずれの植分も細い葉の茂った高さ

9～竃0勉のモウソウチクが密に生育し、群落内はかな匂薄暗い。モウソウチクの樹冠の

下には2～5卿の高さで、シラカシ、シュロ、チャノキ、アオキ、ネズミモチ、シロダモ

などの常緑樹や、エノキ、ガマズミ、コマユミ、ムラサキシキブなどの落葉樹が散生して
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いる。モウソウチクの下に生育している種は管理の程度で異なり、浦和市三室での竹林の

ように手入れのよい所では低木屡に出現する種は少なく、川口市西斬井宿、浦和市下野田

などの竹林のように管理の粗放な所では高木層にまでシラカシが伸び、低木屡以下にシラ

カシ、ヤブツパキ、ヤツデ、　シロダモ、ムクノキ、ゴンズイ、ニワトコ、サンショウ、エ

ゴノキなど多数の種が生育している。ことに、常緑広葉樹林の構成種であるシラカシ、ヤ

ブツバキをはじめとする常緑広葉樹や、ヤブラン、ジャノヒゲ、キヅタなど常緑性の葦本

など、種数、被度ともに増し、森林への鳳復が認められる。しかし、あまりに密な樹冠を

なす竹林内では1～2窺にのびたシラカシがまったく葉を落し、多数枯れているのが見ら

れた。

経済的にモウソウチクの栽培が可能なところは、年平均気温10。C以上の所、つまり

九州から東北南部のヤブッバキクラス域にもっとも一般的に値栽されている竹林である◎

また、モワソウチクは排水の良い肥沃な壌土を嬉む。モウソウチク林の潜在自然植生は、

得られた5つの調査区のうち、48年1月に行なった2つの資料は冬季の調査のため種組

成力吹け、判定するには不十分であった瓜47年9月に実施した2ケ所の群落はシラカ

シ、ムクノキ、イヌワラビ、ドクダミ、サンショウなどの群落構成種から、シラカシ群集

ケヤキ亜群集の立地にあると考察される。シラカシ林域に隣接するシイ、タブ林域ではイ

ノデータブ群集の立地のように肥沃な、排水の良い：：ヒ地に植栽されていることが多い。

2草　原　　他

　＆　自然植生

　1）　ヨシ群落

埼玉県南東部には荒川や古利根想によって形成された沖積低地がかな匂の醸積で広がっ

ている。この沖積低地の大部分は、古くから水田耕作地に利用され、かっての自然植生で

あるヨシ湿原はきわめて限られた場所に、小規模に存在するに過ぎない。

　ヨシが生育する湿原は、一般に地下水位が高く、常に0～20翻の停帯水で診㌧われて

いるゐ荒川の河辺にもヨシ群落が見られるが、後背低地などの、流れの影響をあま夕受け

ない部分に生育している。土壌は粘質の泥土が厚く堆積し、常に水面下にあるためにグレ

イ化している場含が多い。

　ヨシが優占する草原は種の組み含せで5つの群落が識甥された。

　ヤナギタデの種群で区分される群落は、ヤナギタデ、マカキビ、ヤノネグサなど好窒素
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性肇年生草本によって区分される。これらは、水田放棄地などの、土壌中に：栄養塩類が残

存している場合に見られる。

　ヤブガラシ下位単位は、ヤブガラシ、ツユクサ、コブナグサなどの路傍性の1年生涛よ

び多年生草本によって区分される。この群落はさらにノブドウ、ブタクサ、イシミカクな

どの乾生立地に生える葦本類でも区分される。これらの種群の存在から、この群落はヨシ

群落としては選わめて乾燥した立地に生育しているものと判断される。

　ヨシが生育する湿原は今までの開発の論理からは無用のものとして埋立によって容易に

消し去られている。しかし、ある地域のバランスのとれた自然環境を保全するためには湿

原は独得な役割を果している。とくに魚類をはじめ水生植物に共存する生物や渡鉱鴇など

の生棲地としてきわめて：重要である。さらに水質浄化や洪水や降雨の際の水量調節にもあ

る広さをもった水域は必要である。

　2）　オギ群集

　比較的大きい河川、例えば荒捌や利根川などが形成した沖積低地で、現在な澄洪水の時

には冠水する堤防内の河川敷には、しばしばオギが広い面積にわたって生育している。オ

ギはススキに似て高さ1．5剛にも達し、地下を飼留する根茎によって連続した草原を形成

する。群落内には、数少ない多年草や、蜜たは多くの1年生葦本が生じる場含があり、種

組成は均質ではない。洪水の被害を強く受けた場合には、メヒシバ、アメリカセンダング

サなどの呈奪坐草本が生育する。一方、中州や後背湿地のように洪水の影響を受けないや

や安定地ではノウルシ、カサスゲなどの多年生草本が生育している。

　このようなオギの優占する葦原はオギを標徴種としてオギ群集と命名されている◎

　荒用上江橋には少面積ではあるが、オギ群集の生育が見られる。

　オギ群集の±壌は、細砂ないし微砂が厚く堆積し礫を含むことは少ない。したがって、

土中に多量の栄養塩類を蓄えることができるが、乾季には乾燥しやすい。オギ草原の生産

：量はきわめて高いことが知られている。

　優占種のオギは、丈夫な地下茎をもち地上部の樟の基部もきわめて固い。そして、土砂

の埋没にあっても枯死することはなく飾から発根することができる。さらに自然のオギの

生育地に接する他の植物群落例えぱ、タチヤナギ林やアカメヤナギ林が伐採されたり、

火入れなどによって消去されると、オギはそのあと地へも生湾域を広げることができるQし

たがって、オギ群落は自然生の草原であると同時に他の群落の代償植生としても生育して

レ、る。
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　オギ群落は河川敷に澄いて、多量の砂土を堆積させる。したがって流水量の調節や護岸

の役割を果している。

　5＞セ！一クサヨシ群集

　荒川や入乙川などの二二沿いで、しばしば冠水するがやや安定した立地には、イネ科二

物のクサヨシが優占する群落が帯状に分布している。クサヨシの根茎は、ヨシやオギなど

のそれよりも短く、しかも土壌の浅い所に生じている。しかし地上部は、高さ壕翅に達す

る密生した群落を形成する。

　セリークサヨシ群集は、多摩川と利根用の冠水地に論いて最初に記録された。この群集

は一般に河川沿いの中水位よりやや高い位置に生育する。さらに水田や道路沿いの小川な

ど窒素分の多いところにも生育している。群落内にはセリが特微的に生じ、その他ヨシ、

ツルヨシなども共存するがギシギシ、ウシハコベなどの姫窒素性二物も混生する。

　回忌の上江橋付近で得られた資料では、クサヨシが中程度に優占し、さらにヤナギタデ、

イヌビエ、オオクサキビ、メヒシバなどの好窒素性の重年生雑茸が混生している。

　セリークサヨシ群集は、オギとツルヨシの二つの群落単位に下位区分される。オギ下位

単位は、ツルヨシ下位単位に比べて、安定地でよ抄富栄養地に生育する。

　ツルヨシ下位単位は対照的に流れを強く受け、土壌は礫質である。

　セリークサヨシ群集は、調査対照地域内では荒娼に限らず他の二二や農道わきの小倒や

溜池の岸などに広く分布している。

　4）　ギシギシ群落

　河川や小絹の流水辺に温（て、中程度の増水の際に冠水するところには多年生草本のギ

シギシが特徴的に生じ、群落を形成している。ギシギシは初秋に発芽し、越冬して初夏に

開花するが根茎は数年生存する。ギシギシの他にはエゾノギシギシ、ナガバギシギシなど

の同属の櫨の他、カモジグサ、ヨメナ、オヘビイチゴ、などの多年生草本が共存するのが

一般的である。この群落はこれらの種群を標徴種として多摩川の資料によって、ナガバギ

シギシーギシギシ群集が報告されている。

　八潮市入谷での資料は、ギシギシが優伍しカモジグサが共存しているが他に上記の証徴

種群は欠けている。しかし、ギシギシの此度が高く、同群集の一断片と考えることができ

よう。

　ギシギシ群落の生育立地は、もっとも水際の嬉窒素生窒隼生草本群落に接して、岸側の

やや安定地に帯状に生育する。しかし人間によって踏懐れたり、家畜が放牧されたりする
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河辺の低温地では自生の群落域よりもさらに高い位置にまでその分布域を広げる場合があ

る。

　ギシギシ群落は、一般に礫や砂を含む層に粘質微砂が堆積したような土壌条件に生育す

る。しかも比較的水流の影響を強く受け、また窒素要求度が高い。したがって多摩川のよ

うに生活排水が多量に流入するところでは、しばしば大群落を形成する～二とがある。

　5）　ミゾソバ群集

　河川や小川などの水際で増水の時にはしばしば冠水するところに、ミゾソバが優占する

群落が見られる。植生高は「般に0、6～0．8窺で1溺を越すことはない。

　ミゾソバは代表的な好窒素性罐物であり、水田中を流れる小川などの富栄養立地にはき

わめて密生した群落を形成する。出現檀数はきわめて少なくミゾソバの他には、アメリカ

センダングサ、オオイヌタデ、ケイヌビエ、オオクサキビなど、やはり好窒素性の植物群

が混生している。

　このような群落はすでにミゾソバ群集として報告されている。この群集は群落体系上、

好窒素性1年生雑草群落のタウコギクラスに所属される。

　今園の調査では八潮市と上江橋で、ミゾソバ群集が記録された。いずれの資料もミゾソ

バが優占している。他につる植物のゴキヅルが低被度で共存している。

　土壌は粘土を含む砂質土で常に湿って診り、しかも窒素分を多く含んでいるため植物の

生育には最適の土壌条件といえる。しかし度々増水による流水の機械的な作用を受けるた

め、多くの植物は生育できない。耐水性でしかも生育速度の畢い分枝形の殖物に限られる。

　ミゾソバ群集は過窒素地に生育するため、その分布は水質の過窒素化の詣標となる。河

川では上流よρも中～下流に分布域があり、荒川や利根川の沖積低地にはごく普通に見る

ことができる0

　6）　オオクサキビーヤナギタデ群集

　河絹の流水縁の不安定立地には、ミゾソバ群集、コアカザーオオオナモミ群集などの1

年生雑葦群落が生膏するが、このオオクサキビーヤナギタデ群集もその一つである。

　立：地はミゾソバ群集と嗣程度の流水による機械的な作用を受ける戊土漿条件は砂礫を

多く含んでかつ乾燥しやすい立地である。しかも土壌に含盤れる窒素の量も少ない。した

がって河川の上～中流に多く分布する。荒川上江橋のオオクサキビーヤナギタデ群集は、

水際の不安定地に生じ群落高は0．5～a7窺と低いが被度は80％内外の密生した群落を

形成している。出現種数はきわめて少ない。この資料は利根屠に澄けるオオクサキビーや
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ナギタデ群集の組成表ときわめてよく一致している。

　オオクサキビーヤナギタデ群集の生育分布地は、ミゾソバ群集と同様河川沿いや堀割、

放棄水田など範囲は広い。しかしミゾソバ群集よりは窒素の要求獲は少なく、したがって

強度の水質汚濁地には少なレ・。

　7）　コァカザーオオォナモミ群集

　荒川と入間川が合流する地点の河辺に訟いて、水際に近い砂泥地にオオイヌタデ、アメ

リカセンダングサ、オオオナモミなどの大型の雀年生帰化草本で構成される鰭物群落が帯

状に生育している。群落の構成種は平均壌0種類で、きわめて単調である。さらに、カワ

ラニンジン、ヒメムカヨシモギ、アキノエノコログサなども生ずるが、ま：記の5極のいず

れかが優議する場合が多いためこれらの被度は低い。群落高は1．8辮内外であるが時に

2。0飛に達することがある。影面率も80％を越え、壕年生植物の集りとしては極めて密

生した特異な群落となっている。

　この群落は特徴的に出現する分オオナモミによって、すでに多摩川で記載されたコアカ

ザーオオオナモミ群集にまとめることができる。しかし並幅におけるこの植分には、コア

カザ、ホソアオゲイトウなどの種を欠き、反対にカワラニンジンが分擶するなど種組成上

多少の差異は認められる。

　コァヵザーオォォナモミ群集は、常に変動する水位や水流の影響を受け、多年生草本が

生育困難な不安定な立地上に生育している。しかしこの不安定帯の申ではもっとも岸側に

あ匂、しかも極めて富栄養条件下にある。河水によってもたらされた多湿な粘質砂土は、

急速に成長するこれらの膣素性の窪年生帰化底物が短期間に生育をつづける。

　コアカザ一画細口ナモミ群集は他の富盛素姓植物群落のミゾソバ群集やギシギシ群落と

共に立地の富栄養化に従って群落域が拡大している。したがって河川に叩けるこれらの群

落の量や分布によって、そのまま水質の汚濁、特に過窒素化による水質汚染を生きもの（0

側から指標とすることができる。

　8＞カナムグラ群落

　荒摺などの河川沿いの低地で、中程度の増水の際に冠水する部分にカナムグラ群落が生

育する。群落高は0．5飛で、窪年生のつる植物であるカナムグラがあたかも川岸にシート

を被せたように生育し、極めて密生した群落となる。出現種は4～6種で限られ、カナム

グラの他はケァリタソワ、シロザなど直立形の1年生草本が生育して隔り、これらの種群

で被度はほぼ90％を越える。中でもカナムグラが特徴的に優占するのでこれをカナムグ
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ラ群落とした。

　カナムグラ群落の三分は、コアカザーオオオナモミ群集の背部（岸より）であり、増水

時の水位に一致し、流水に沿った斜面に帯状に生育している。調査地の荒川・入間川合流

点付近では支流の入間川側にのみまと蜜って見られる。

土壌は軟質の微砂土で湿って細り、しかも流水によって栄養塩類がもたらされるため、

アカザ科の好窒素姓の殖物が繁茂している。しかし定期的な増水や洪水によって強く破壊

される立地にあるため、多年生草本は生育できない。

　カナムグラを主とする群落は、河辺沿いの不安立地に限らず、人家や畑付近の山留堆積

地などの過窒素の不安立地にはしばしば見られる。しかし近年になってアレチウリがカナ

ムグラの生忌地に侵入し繁茂することが報告されている。

　鯵　代償植生

　霊〉　アズマネザサーススキ群集

　溝和島染谷の以前畑地であったと思われる空地にススキの優占した群落が発達してい

る。また、入悶市や所沢帯にある自衛隊基地内や、各鉄遵の線路沿いの斜面などにもスス

キ草原が見られる◎何れの場合でもススキ草原は人間による定期的な採草、火入れ、刈り

取りなどの管理により持続している群落であり、放置されるとクヌギーコナラ群集に遷移

していく。

　入為的管理のもとに持続しているこの関東地方のススキ草原は、関西地方のススキ葦原

のネザサーススキ群集に：対し、アズマネザサーススキ群集としてまとめられている。

　浦和市染谷で稽られたススキ：草原は、1．5欝の高さでススキが繁茂しているが、アメリ

カセンダングサ、イヌタデ、クワクサ、ツユクサ、メヒシバなど墨年生葦本櫨物が多く、

本来のススキ草原構成種の少ない群落である。これはこの群落が、何年竜刈り取如や火入

れなどの旧記的干渉を受けて持続しているススキ二二ではなく、耕作放棄した畑地がスス

キ草原までに遷移した段階にあることをうかがわせる。

　この蜜まこの群落：が放置されれば、次第にアズマネザサが繁茂していくとともにススキ

が滅少し、また、ウツギやガマズミ、ノイバラなどの低木類も生長し、つる植物が混生す

るマント群落を経て、クヌギーコナラ林へと移行していく。

　2）　シバ群落

　入によく楚まれる、または牛などが放牧される荒川、江戸川などの人工堤防や、月に2、

5度メ駒込みが行なわれるゴルフ場などには草丈の低いシバがカーペット状に生育してい
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る。絹越市の霞ケ関をはじめ各地のゴルフ場や越谷市の御猟場内のようによく管理され

たシバ：草地はノチドメ、ヒメクグ、スズメノヒエなど丈の低い多年生二本がわずかに混生

するシバの優占する均質な群落となっているが、江戸川土堤のように、やや粗放な管理下

にあるシバ植栽地では踏跡群落の構成種のカゼクサがふえ、コウゾリナ、キンエノコロ、

ヨモギなどの丈高い種も生育し、シバが後退してきている。

　シバは本来海岸近くの強風などのため樹木が膏たないような厳しい爽境に自生している。

森林が潜在自然植生である立地にお・いては、頻繁な丸丸り、旧記など髄物の生育にとって

は海岸と同程度のきわめて厳しい人為的干渉のもとにはじめて持続しえる代償群落である。

　3）　ユウガギクーチカラシバ群落（路傍雑草群落）とニワホコリーカゼグサ群集（踏

　　　跡群落）

　市街地の空地、公園、農道、河原の土堤上河川敷など絶えず人に踏まれる立地には、オ

オバコ、スズメノカタビラ、カゼクサなど深根性でしかも好陽性の接地性纏物からなる群

落エワホコリーカゼグサ群集が見られる。さらに、ニワホコリーカゼグサ群集の立地に接

1ハより｛踏圧が少ない所にはチカラシバが優占」　ゲンノショウコ、キツネノマゴなど嶋

ないし薄紅色の花を多数咲かせる種を含むユウガギクーチカラシバ群落が生育している。

ニワホコリーカゼグサ群集は頻繁な踏圧に耐え得る種から構成され、出現種数は平均9種

と少ないのに対し、それたりもやや蜻条件の良い所に生育しているユゥガギクーチカラ

シバ群落は平均15種であ鉱また草丈も諮者が50翻前後であるに対し、後者は70備

前後と高い。

　ニワホコリーカゼグサ群集もユウガギクーチカラシバ群落も入に蹄まれるという一定の

入為条件下にのみ持続している代償群落であり、踏圧がはげしくなると裸地化し、また踏

圧の程度が弱くなるとオオアレチノ持久　ヨモギなどの路傍雑草群落にその生忌地を煮領

されてしまう。

　農道など舗装されていない道には踏圧の程度によ参裸地、エワホコリーカゼグサ群集と

ユワガギクーチカラシバ群落が道に沿って帯状に配分しているのが見られる。荒娼や江戸

頬の河急減にあるグランドでは、ニワホコリーカゼグサ群集とユウガギクーチカラシバ群

落がモザイク状に生育する広い草原となっている。

　4）　ヒメムカシヨモギー幽幽アレチノギク群落（耕作放棄畑地雑草群落）

　耕作放棄後争～2年経た旧地には、ヒメムカシヨモギ、オオアレチノギ久ハルジヨオ

ン、ヒメジョオンなどのムカシヨモギ属の優露する雑草群落が晃られる。春季にはハルジ窪
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オン、ヒメジョオンの白い花が一面に咲きそろい、花畑と化し・秋季にはヒメムカシヨモ

ギ、オオアレチノギクが4～2蹴の高さに繁茂する。これらの植物の多くは明治時代以降

に渡来した帰化雑草で、荒地や路傍、耕作放棄畑に生育している。しかし4～5年で多年

生植物にお・され、姿を消してしまう。

　ムカシヨモギ属が優占する唯～2年百の耕作放棄畑地雑草群落をまとめてヒメムカシヨ

モギーオオァレチノギク群落にまとめられた。

　調査資料は上江橋付近の荒東雲灘敷の耕作放棄畑地で得られたもので、ヒメムカシヨモ

ギ、オオアレチノギクが繁茂する中に、ケアリタソウ、アキノエノコログサ、シロザ、エ

ノキグサなど富養地を好むタクコギクラスやシロザクラスの種が多く生育する。

　5）　カラスビシヤクーニシキソウ群集（畑地雑草群落）

　大宮台地や武蔵野台地などの洪積台地爾やまた埼玉低地の自然堤防などは露地に広く利

用され、ハクサイ、トマト、ダイコン、ホウレンソウなど、季節により様々な山菜が作ら

れている。これらの畑地は、定期的に耕起㍉施肥、除草などの入為的干渉が行なわれる結

果、入間が昌的とする栽培種以外に、ハコベ、イヌビエ、エノキグサなど好感素性の畑地

雑草群落が生育している。川目帯や越谷市で盛んな苗圃も、蓑た便奈、桶川、北本など大

宮台地北部や武蔵辱台地の各所に作られたクリ、ウメ、ナシなどの果樹鼠狭山市を中心

とした茶園も野菜の焔と同様に頻繁な人為干渉を受けている結果、苗木や果樹の聞に畑地

と同じ種群からなる雑草群落が繁茂している。これら畑地雑草の構成種は生長、開花結

実というライフサイクルが短い。また草丈も低い葡翻性の一年生草本塩物を主体としてい

るのが特徴で、多くが北アメリカないしヨーロッパ原産の外来種である。耕地は頻繁な集

約的管理を受けるという同一の入為的環境条件の下に、世界各地で非常に類似した共通な

雑草群落が見られる。日本では九州から東北南部までの暖帯地域の畑地はカラスビシヤク

ーニシキソウ群集にまとめられている。

　耕作地の雑草群落は季節により種組成が異なり、春から夏にかけては双子葉植物が主で、

夏から秋にかけてイネ科やカヤソリグサ科など単子葉植物の被度が高い。

　調査は10－i1月で春季雑草群落の芽生えが多い群落となっている。

　6）　ウリカワーコナギ群集診よびノミノフスマーケキツネノボタン群集（水灘雑草群

　　　落）

　埼玉県東南部の広域をしめる沖積低地の水田には、櫨え付けられたイネとイネの間に、

草：丈の低い、主に1年生の草本植物からなる雑草群落が見られる。
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　水田には耕起　施肥、除草、水位調飾など集約的な管理下にあり、畑地よりも特殊な環

境条件につり合って2，000年もの：水獺経営の歴i史を経て適応してきた特異な雑：草群落が

発達している。入間の頻繁な干渉に適応して短期間に開礁実が可能な、嬉窒素性の水生ま

たは湿生の窪年生樋物が群落をつくっている。また、春の田植えからイネの結実期までの

水がはられている期間に生育する雑草群落と、秋から春までの水を落とした乾性な休耕水

翅の群落とでは、その種組成はまったく異なる。

八潮蔑如ケ曾根の水田での資料は、イネの結実期にあた参、水を澄として聞もない時期

であったた猷コナギ、イヌノハナヒゲ、アオウキクサ、サンシ翼ウモなど夏季水田の雑

草群落の種と、ケキツネノボタン、タネツケバナ、スズメノテッポウ、ノミノフスマなど

の春季雑草群落の種の芽生えとが混生している。

単子葉植物の認ナギ、ウリカワ、スブタ、オモダカなど水生植物を主とする夏季水隈雑

葦群落はウリカワーコナギ群集に規定されている。春季雑草群落は双子葉継物のノミノフ

スマ、ケキツネノボタンを標徴種としてノミノフスマーケキツネノボタン群集にまとめら

れている。

　調査地域の水田は、一部ハス田と接した湿田の所もあるが、大部分は排水設備も整った

裏作の可能な乾田に改良されている。聖駕流域の水田地帯に見られるように裏作をしない

春まで休耕する乾田では緑肥としてレンゲを播種し、春先き一面の花畑が出現する。

　永田の原櫃生は南部下流域の低地帯では湿地沼沢地が多く、深作新田跡のようにヨシ草

原が広がって辿り、また、荒川沿いに見られるようにやや乾性な湿地帯はハンノキ林が発

達していたと考えられる。排水設備が整い乾田が拡大された現在、水沼の現在の潜在自然

権生は一部に残っている湿田を除いて、大部分が排水不良で貧栄養な粘土・泥炭層に発達

するハンノキ林である。

　耕作放棄された水齢では、それまで繁茂していた短期i年生の水心雑草は侵入してきた

チゴザサやセリなど多年生雑草に訟され、急速に姿を消していく。耕作放棄水田雑草群落

はやがて丈の高いヨシ群落へと遷移しヘヨシ群落も数年繁茂する間に、群落内に芽生えて

きたハンノキにその立地を奪われ、終局群落としてのハンノキ林へと遷移していく。

　もともと湿地帯につくられた水田は、豪雨時には貯水地の役割を果している。草加、越

谷戸田、年並など葭部の水田地帯は、近年の都市化の波に、盛土などの簡易な醸造地が

増加妖数年に一慶訪れる大きな台風時の洪水対策も放置され、また、地価の高騰とも集

まって違法スレスレの過密往宅が作られ、森林のきわめて少ない地域である結果、急速に
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環境の悪化した都市スラムが酪現しつつある。

露　現存植生籔
　埼玉票南東部における植生図は現存の植生について2万5千分の蒙の縮尺で描かれた。

植生区分は農然植生および代償植生も含める5の区分（凡例1一さ5）にしたがって植生

調査と並行して植生図の作製が行なわれた。基礎となる地形図は國土地理院発行の2万5

千分の1の地形図を使用し、20枚にわたっている。

　調査対象地域には森韓から河辺華原、さらに耕地雑草群落まで、様々な植生タイプから

モザイク状に配分しているが、地域的にある一定の植生配分のパターンが認められる。植

生の成立を規制しているのは．純然環境では主に気温、雨量などの気候条件と地形（地質）

条件である。そのうち．気候条件は、当調査地域ではわずかな地域差が認められるが、植

生を地域的に区分する程、大きな差異はなく、全域がほゾ岡条件の気候下にあると考えて

差支えない。一方地形要因（地質も含む）は植生配分を地域的に相異させている主要条件

となっている。調査地域の地形は大出すると次の4地域に区分される。（図一14）

　　　地域区分

A：埼玉低地地区1
81大宮台地地区｝
C：荒規低地地区
D：武蔵野台地地区：

『馨

襯譲

無

義

　　　　　∴※㍗・

　　　劣ε蟻

幾

賦

戸

摺

5　　　　　0　　　　　5　　　　　ま。鹸

図一14　地域区分闘’

　　（1）埼玉低地地区（症戸川と大宮台地との間に位置する沖積地）

　　〔2）癌lll低地地区（荒’1【流域の沖積地）
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｛3）：大宮台地地区

（4｝武蔵野台地地区（狭山、加治附則と入間川流域の沖積地を含む）

　毎）埼玉低地地区

　門門地域の東部にあたる区域で、庄内旧規、古利根規、元荒川などによって形成された

埼玉平野の南部地域と、千葉藁より続く下総台地の一部を含み、三郷、八潮、草孤越

谷、岩擬（東部）、春日部の6市と二期．松伏、杉戸、宮代の4町がこの地区に属し．中

央を幽光街道に沿って南北に東武伊勢崎線が通り、鉄道沿いに三巴地が集中している。

　地形は江戸川、元荒璽などの河燐沿いに発達した砂質な自然堤防と．その後背低地から

なる埼玉低地と、厚い関東ロームにおおかれた洪積台地（下総台地）からなる。埼玉低地

は江戸時代には多くの湖沼があって、これらの湖沼は洪水のたびにしだいに埋め立てられ、

また干拓によって陸化し、現在旧く湖沼は晃られない。

　低湿地は水田に、また平坦な台地は畑に利用され、耕地は当地区の80％以上を占める。

また、宅地面積は窪5％近くをしめ、残りの5％前後が河原の湿生草原と森林である。し

たがって、埼玉低地地区はきわめて森林面積の狭い地域である。森林植生は庄和町の下総

台地．惣こややまとまりたコナラ林やアカマツ植林があるほかは、自然堤防上にある農家や

神社の麗敷林、境内林として小さな自然、辛自然生の常緑広葉嶽林が各市町内に点在する

程度である。

　　a）　森林植生

　広々とした水購地帯が続き、冬季の強い季節風をさえぎるもののないこの地域では．古

くからある農家の屋敷の西北側には必ず防風鉢があり、その多くが半露然生の癸達した

島目口になっている。多くはシラカシ、ケヤキを主とした林で、シラカシ群集ケヤキ亜群

集に属する群落である、松伏町三廻にある医師の家の稲荷がまつってある椋分は．土地が

盛土して高くなっており、シラカシ群集典型颯群集に属する。高木から草本層まで常緑牲

の植物からなるタブを混じえた発達したシラカシ林となっている。

　礫や砂の多い乾燥しやすい地層である自然堤防地1こは草加市．八潮市などの南部から春

日部市北部まで、スダジイの高木が各所。見られる。農家の裏手にスダジイの高木のみが

2、5本生育し、その下は踏み固められていることが多く、高末から草本植物までそろっ

た森林で残されていることは少ない。越谷衝にある久侵豆神社や御猟場内のように、神聖

な地として古くからタブー意識で保護されてきたところにのみ、シラカシを混生したスダ
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ジイの高木林（ヤブゴウジースタジイ群集）が見られる。

　乾性な水潤の潜在翻然埴生であるハンノキ林の残荏植分はこの地域ではまったく無く、

あぜ道1こハサ木として単三的に植えられたハンノキを見るのみで、しかも、それも荒川沿

いの水田地幣よりも少ない。このことは現在は排水施設が設備され水国地帯の潜在自然植生は

ハンノキ林であることが多いが、この一帯はハンノキ林も生育できない沼沢地でかつての

原植生はヨシ湿原が広がっていたことを想起させる。

　大宮台地と圃様に関東ロームの堆積した下総台地1こはコナライヌシデなどの2次林

（クヌギーコナラ群集イヌシデ亜群集）、クロマツ植林が残存している。しかしこの2次

鉢や植林も宅地化が容易なため他地域と同様に伐採され住宅地に変えられつつある。こ

とに杉戸町の鷲の巣付近は近年宅地転換が昌立っている。

　このほか、この地域の森林植生としてはクヌギ植林、スギ植林、モウソウチク林がある

が、いずれも小規模でまた、総面積にしてもきわめて狭い。

　　b）　草原耕地

　富然植生としての草原は江戸川をはじめ、古利根川、元荒川沿いの河駕敷に見られ、ヨ

シ、オギ、クサヨシ、　ミゾソバなどがそれぞれ優占した湿地植物群落が生育している。い

ずれも小さな群落で、水位や土質のわずかな違いに対応した配分をなしている。古利根川、

元荒川、綾瀬川など中小河川は河照敷も狭く、通常は乾燥しイヌムギ、ヨモギ、カモジグ

サ、スギナ、ヒメジョオンなどの生育するヨモギクラスに属する乾生の草本群落でおおわ

れている。溝辺湿地植生は川の合流部や川の流れ沿いに筋状に点在する程度である。一方、

広い河届敷を有する江戸川では庄和町付近にオギ群集が、また下流の三郷市付近ではミゾ

ソバ群集やギシギシ群落など一年生の湿生植物群落が広い：草原をなしている。

　代償植生でもっとも広域をしめているのは、耕作という頻繁な人為干渉とつりあって存

続している耕地雑草群落である。耕地の70％を占める水田にはウリカワーコナギ群集

（春季はミノフスマーケキツネノボタン群集）が生育し、霞然堤防や台地上に作られた畑

地や果樹園にはカラスビシ々クーニシキソウ群集が見られる。耕作放棄水田にはチゴザザ

ーアシボソ群落や、ヨシーガマ群落が、耕作放棄畑地にはオオアレチノギクーヒメムカシ

ヨモギ群落やセイタカアワダチソウ群落が見られる。

　火入れや刈り取りなど定期的に人為的干渉を受けている河掛の土堤や高水敷にはチガヤ

やチカラシバの優占するススキクラスやヨモギクラスの群落が生育し、土堤の上の道や、

河川敷に作られた球技場のように頻繁に踏まれる所にはカゼクサ群落が発達している。ま
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た、江戸川の河月激にはゴルフ場が作られ、人工的なシバ草地となっている。

　東部地域は全体に森林植生の少ない地域であるが、水田や畑など緑におおわれたいわゆ

る生産緑地が続き、長い年月を経て存続してきた調和のとれた田園景観域にある。しかし、

都心に近く、交通の便もよい草加市、越谷市に見られるように、水濁が埋立てられ、広大

な住宅地工場地が出現するにつれ、平坦地、森林が少ない地域のため、視界は急に狭くな

り、その結果、景観のバランスは一挙に崩れ、緑のない、景観的にきわめて貧しい、いわ

ば小都市砂漠地帯と化してしまう地域でもある。したがって、この地域の環境保全をはか

る際には、まず現在ある森林は全て残すべきである。ことに個人の所有である屋敷林は、

他地域よりも、森林の少ない東部地域では相紺的に高い価値を持っているため、特別の保

護暴挙がもうけられなければならない。

　現葎する森林を残すと同時に、都市化が必然的でもある主に草加、越谷、春日部など東

武線沿線地域では謂和のとれた環境を持続していくために、市街地に緑地帯を積極的劇設

することが望まれる。

　市街化の方向に対し、この東部地域が広い水田地帯であるということは、一方では蒙雨

時には洪水の危険にさらされる地域にあるということであり、また地震にも弱くただ盛土

して宅地とする現在の工法には問題がある。そのため広域行政の立場に立って都市計麟が

必要であろう。埋立の土を他から運び込むのではなく、土を取ったあと地を池にし、その

周囲を郷土種による森林で取り囲み、水と植物と、それにともなう動物相の豊かな森林公

園などの建設も一つの方法である。

　2）　荒∫樋｛夏窺圭馳区

　戸田ゴルフ場付近を角にほぼL字形に流れる荒川と、その両岸に約5瓶の幅で広がる低

地帯を指し、川口、蕨、戸賑、浦和、大宮、桶川、和光、朝霞、志木、損越の10市にま

たがる。

　地形は扇状地の性格を有する、高い堤防にはさまれた広い河川敷と、流路の様々な変遷

を物がたる霞然堤防と、その後背低地の5つからなる。

　後背低地は水量に、鼠然堤防上は爆と集落に、河川敷はゴルフ場をはじめとするレクリ

ェーション場にそれぞれ利用されている荒川低地樽は、したがって、自然植生をはじめ代

償植生も含めて森林のしめる割合はきわめて抵く、全体の10％に満たない。ことにクヌ

要心コナラ林、スギ植林など代償植生の森林が少ないのが特徴的である。

　　a）森林植生
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　笹層橋から羽根倉橋間の両岸地帯を中心に、首都圏にはめずらしい、比較的まとまった

ハンノキ林が水屡の中に現存している。

　荒川低地の砂質で乾生な自然堤防上の了然植生は屋敷林を除いて森林らしい森林は残下

していないため、現在では不明な点が多いが、後背湿地でやや乾生地にはハンノキ林が、

また、森林の生育を許容しえない湿潤地1こ口ヨシやオギを主とする湿原が発達していたと

考えられる。関東平野の広い沖積低地に自然林をなしていたハンノキ林は現在まったくと

言ってよい程、消滅して、広大な水照地帯と化している。

　荒川流域にこのようにまとまって、ヨシ湿原とともにハンノキ林が現存している似こは、

自然堤防上にある集落の近くに由地林が無いこと、湾道が入りくんで土地改修しがたい湿

地帯であったこと（肉聞木地区）などが背景となって、村の共沸の薪炭林、カヤ場として

利用されてきたことが推測される。薪炭材として媚置が高いクヌギの被度の高い林秀と低

い林分がたんざく状に配列していることも、このハンノキ林が時1こは植林も行なわれなが

ら利用されてきたことを裏付けている。

　現在この森林はほとんど利用されずに放置され、高木林に発達し、単調な荒用の水鴎地

帯に景観的にアクセントを与え、また、学箭的にも貴璽な低地湿生林を形成している。

　刑罪堤防上にある古くからの集落1こは、他地域と同様にケヤキ、シラカシを主とする防

風林（シラカシ群集ケヤキ亜群集）が見られる。東部低地帯と類似して幅広い林分は少な

く、農家の三方を筋状に認んでいることが多い。しかし、林としては断片的であるが、2G

田に達する高木が集落ごとに集まり、遠方より見ると、林の中に家があるかのように集落

を包みこみ、一面平坦な水山地帯にある単調になりがちなこの荒川低地帯の貴重な自然景

観構成要素となっている。

　このほか、ごく一部ではあるが、ヤナギの湿生群落も見られる。治水橋付近の洞河道や、

秋ケ瀬橋付近のヨシ湿原の中1こ小さな森林群落をつくっている。荒川の川縁にもタチヤナ

ギ、イヌコリヤナギ、カワヤナギなど断片的な群落が生育し、農然の護岸の役割を果して

いる。

　朝霞市内聞木，浦和市外灯などハンノキ林が残労している地区を中心に生育するメダケ

等等が凸凹琢地帯でもっとも広い面積を占める代償植生である。メダケ群落は護岸用のじ

ゃ籠を編むなど竹細工用に植えられたもので生野良好な密生した竹林を形成している。

　調査地域全般に見られるスギ、ヒノキなどの植林は集落内に小規模に分布するもののみ

で、点在するモウソウチク林とともに、植生図上にあらわされ得る面積を有するものは少
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ない。

　　b）草漂、耕地

　約0，5㎞の幅を有する荒川の河絹敷には、かつては春になると薄紅色にあたり一面を染

めるナクラソウが群生する湿原が広く見られたといわれるが、今はそのサクラソウも国の

特別天然記念物（昭和27年指定）1こ指定された秋ケ瀬橋の田島ケ原保護区のように地域

に管理されている駈のほかは、桶用市樋誌、川越市老袋、朝霞市上内間木に細々と自生し

ている状態である。荒川河川敷の湿原は戦中・戦後の食料難の時代に耕地と化し、また現

在は芝をはったゴルフ場に大部分が転じ、河絹特育の湿生草本群落の残存するところは限

られている。上記地区のほか、桶川市樋詰、川越市蔵根、飯環新田近くの1臼河道や、荒川

の縁に細い線状で、水位や土質の違いなど立地に応じて、それぞれ異なる群落が生育して

いる。泥炭地、粘土質な土地にヨシ群落が広く見られる。砂壌土ではオギ群集が生畜し、

増水によってしばしば冠水する低湿地では老リークサヨシ群集、ミゾソバ群集、ヤナギタ

デ群集などの多年生や一年生草本群落が水位1こ飼応して配列している。

　荒指（騒入間川）が形成した沖積低地は、かっては二水不良な、そして聴には水害にも

見舞われる沼田である所が多かった。しかし、古くから土地改良が進められ、低湿地のほ

とんどが裏作の可能な水田として利用され、荒川低地帯の8G％以上が水田地帯となって

いる。土地条件図と照合すると、一般には畑に使われる自然堤防地も、浦和市下大久保、

川越市飯田薪田など各筋で水繊に利用されている。どちらも水位管理、除草、施肥など集

約的な入為的干渉下に発達する水田雑草群落、ウリカワーコナギ群集が生畜している。東

部低地帯と異なり、自然堤防上も、多くは水田に改変されている荒川低地帯では、したが

って畑地（カラスどシャクーニシキソウ群集）は少なく、入闇規と荒川の合流点近くの川

越市古谷上地区に比較的まとまった畑地帯があり、一般的な疎菜類のほかクワを栽培して

いるところが多い。

　戦後、しばらくは畑に使われていた荒川河娼敷は現在ゴルフ場（シバ草地）1こほとんど

が使われ　またその他も野球場など市民のレクジエーション地区として利用され、そこに

は踏跡群落（ニワホコリーヵゼクサ群集）が発達している。

　荒川下流域にあたる、都心により近い浦和市南部、戸田、談、用口各院の南部水田地帯は

近年、単なる盛り土により．空き聞のない程建ち並んだ住宅密集地帯へと急速に変貌しつ

つある。七月1低地帯はもともと緑（森林）の少ない地域であり．東部低地帯と同様に、急

激に霞然とのバランスの崩れる弱い景観域にある。洪水、地震など昌然災害に対し、大き
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な惨禍も予想される不良な居住環境へと進i行している。さら1こ東部低地と較べて、川口市

のような工場密集地帯を抱え、また．現実にしばしば公害闘懸をひきおこし、死者まで出

した板橋区の工場地帯に隣接している。したがって．荒川低地帯南部の環境悪化は一層深

劾な状態にあるといえ．緊急に広域的な都市環境保全再開発計画が必要である。

　同様に、現在まではあまり変化のない浦穂市以北の低地帯も、近年のうちには市街化の

急速な進行が当然予想され、より良い環境を保持していくために、緑地スペースの確保、

上下水道の完備など先見的な街づくりが望まれる。

　5）大宮台地地区

　三月1低地と東部低地とにはさまれ．南北に細長い大宮台地を申心とした地域で、川ロ、

鳩ケ谷、浦和．与野、大宮．岩槻．上尾、蓮田、桶川、北本の各市と撰奈酊．白岡瞭との

10市2町の一部ないし：全域が含まれる。

　大宮台地は北は鴻巣を先端とし、南は荒川低地と接し、幅狭い品形をなしている。際い

関東ローム層が堆積した台地で、元荒川．綾瀬川、芝川、鴨川など中小河川に南北に腿析

され、岩槻市、白岡町、蓬圏市をのせる台地、浦和、大宮をのせる台地と、島状に台地面

が分離している。さらに小さな侵蝕谷が発達し、台地颪は二二のように小さく分岐してい

る。

　沖積低地と接する斜面は一般1こきわめてゆるやかで、崖をなす所は浦和、川口など南部

に一部あるのみである。

　台地の中央を中山道が通り、それにほとんど平行して東北本線が貫通し、大宮までは国

電（京浜東北線）も通っている。

　台地の緑に数多くの員塚が遺されているように．この大宮台地は有史以前から人類が佐

みつき．江戸時代は五街道の1つ・申山道の街道筋として発展し、近年は東京のペットタ

ウンとしてますます人口が増加している。それは殊に、国電区間・大宮以南に集中し、大

宮台地の日電沿線とその周囲とでは景観が大きく異なる。興庁の所在する浦和市、大宮市

を中心とする停電沿線は鉄道を中に5㎞の福で無植生地帯ともいうべき住宅密集地となり、

それを農村地帯が取り囲んでいる。農村地帯は、武蔵野台地と異なり．古くから人類が大

宮台地に定着し．長い年月を経て集約的に土地利用がなされてきた結果、森林と耕地と集

落とが細かなモザイク状をなして配分している。

　　の森林植生
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　大宮台地の各齎に点在する森林植生の大部分は、定期的な利用によって残されてきたク

ヌギ．コナラの落葉樹林である。自然林は神社や寺院の境内林に限られ、きわめて断片的

である。また農家の屋敷林が蓬黙植生に近い森林に発達している。

　500近くもある社寺のうち、森林の機能を有する境内林のあるまとまったものは、岩

槻市加倉の浄国寺や浦和市宮本の氷川女体神社．州口市西立野の顔福寺や芝の畏徳寺など

数少ない。大宮帯や浦和市などの住宅密集地域では、氷川神社や調神社のように境内が公

園化している。したがって林床植生が破壊され、高木のみが残存している場合が多い。

　屋敷林は台地の緑に沿った集落に発達したものが多く、台地上の農家には広い屋敷林が

少ない。

　社寺林も屋敷林も他地域と同様に、ケヤキ、シラカシを主とした林分（シラカシ群集ケ

ヤキ亜群集）であり、南部の川ロ市差聞赤山、立野付近ではスダジイを主とした林分（ヤ

ブコウジースダジイ群集）が晃られる。

　沖積低地の自然林・ハンノキ林はまった：くなく、わずかに農家の脇や小川のふちに筋状

に生蕎する高木を見るのみである。

　　b）草原・耕地

　大宮台地域の自然植生としての草本植物群落は残存する池沼にわずかに見られる。深作

沼跡の広い湿地には丈高くヨシやガマが繁茂し、その周囲に広がる水鴇の原植生の姿をほ

うふつさぜる。元荒川沿いの低水敷1こはギシギシやミゾソバなどの河辺草本群落が生膏し

ている。

　台地面は焔地に利用され、主に野菜類が作られている。古くから植木町として知られる

川口市安行地区を中心とした地域では、近年の緑化ブームも影響し、苗木生産が盛んであ

り、水田にまで苗圃が拡大している。ツツジ、カイヅカイブキ、タマツゲなど小さな庭木

類が多い。また一方．北本市、桶川市、俳奈購、蓮田市など北部ではナシを主とし、クリ、

ウメ、ブドウなど果轡園が多い。果樹園も苗醐も絶えず除草、施肥など人為管理を受ける

結果、疎菜類の畑と同じ雑草群落、カラスビシやクーニシキソウ群集が発達している。

　台地を刻む沖積低地はほとんど水磁に使われ、宅地化されている所は少ないが、耕熊放

棄され、アシボソ、チゴザサなどの群落や、ヨシが繁茂している水田も多い。

4）武蔵野台地地区

荒川より酉の東京と隣接する地域で、和光、朝霞、志木、窩士晃上福岡、新座．川越、
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狭山、所沢．入間の40市と大弁町と三芳町が含まれる。

　地形は東京と続く武蔵野台地．台地の間を流れる入間川の流域の低地帯．西部県境にあ

る狭山丘陵・加治丘陵と．台地、沖積低地、丘陵の5地形を含み．狭山丘陵の開析谷に乱

造湖（狭山湖）を有している。

　青晦を要として扇形をなし．東方に低く傾く台地颪は卑い関東ローム層（ろ～6皿）で

おおわれ、その下層は厚い礫層が堆積し．したがって水脈が深いため、水の得にくい高燥

な土地として知られている。そのことが後に述べられるように、植生や土地利用にも大き

く影響している。また、武蔵野台地面は大宮台地に比して．開析が少なく．起伏のない単

調な平坦地が続いている。

　狭山・加治丘陵は標高150～180通、武蔵野台地との比高は40～50皿で起伏の

ゆるやかな地形をなしている。

　加治丘陵の北側をとおって、武蔵野台地をほぼ函から東に切って流れる入沼川は、南岸

に広い沖積低地を形成し、川に沿って帯状に自然堤防が見られる。

　交通機関は、台地の東縁を川越街道に平行して東武東上線が走り、台地内部を西武線が

駈沢と川越・飯能を結んで丁字形に通っている。

　土地利用の概況は、武蔵野台地では畑作地域。クヌギ．コナラの雑木林、アカママツ植

林などの森林地域．集落地域、所沢．川越などの倥宅密集地域とそれぞれ大まかな地域区

分が可能な程度に大きなモザイク状をなして配列し．集落と畑と森林が細かなモザイク状

に均質に配分している：大宮台地の農村地帯とはかなり異なる。入聞1｝妬いは他の沖積低地

と二様に滋雨が広がり、丘陵は2次林を主とした山林地帯となっている。

　　a）森林植生

　武蔵野台地域は森林が広く残されているにもかかわらず、慮然の常緑広葉樹林はきわめ

て少ない。調査に要する最小面積を有するまとまった林分になるとさらに限られ．古くか

らの神社．寺院の境内林のほか．見るべきものはないと言っても過言ではない。他地域で

は霞然林に近い林分に発達している二二林は、この地域では、開拓集落の多くはクヌギー

コナラ林を残し防風林となし．シラカシ．ケヤキを補正するという形態をとっており、ま

た：台地の縁に沿って並ぶ古くからの集落の裏の斜面も植林ないし2次林であることが多い。

　台地の縁や丘陵の麓の自然発生的な集落の近くには神社や皆院が点在し．この地域には

250あまりの社寺が認められる。かつては鎮守の森にかこまれていたとおもわれるこれ

らの社寺の多くは、現在、林床が踏み固められたり、あるいは駐箪場や幼稚園用地として
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伐られたりして、境内林は退化、狭小化され、森林としての機能を有するものは限られて

きている。痢越市の喜多院や、新座市平林寺、和光市地福寺など、由緒ある大きな寺院に

シラカシ、ケヤキを主とした境内林（シラカシ群集）が見られる。いずれの林分もシラカ

シ、ケヤキなどは大木に生長し、20皿近くの高木林を形成しているが、生育面積が狭く、

また人が入りこみ、やや荒れた林格を呈している。露座市中野にある国立博物館所属の柳

瀬荘の内には急な斜面にシラカシ．アラカシを主とする発達した常緑広葉樹林が残されて

いる。

　水瀕函養林として保護されてきた狭山丘陵の森林では水分条件のよい谷部にはクヌギ．

コナラの藤木の下にモミの低木が生長し、自然植生（モミーアラカシ群落）への回復が進

行している。

　武蔵野の林として知られる雑木林、すなわちクヌギーコナラ群集は、狭山・加治丘陵の

広域をしめるとともに、武蔵野台地の各所に、平地林としては比較的広い面積をもって残

されている。狭山市にもっとも広く残存し、水野、玉入曾．北原の各所に、また駈沢調和

ケ原．入間市ゴルフ場付近にも広い森林地帯が見られる。アカマツ植林とモザイク状に配

列し、薪炭材としては最近ほとんど使用されることがないため、どこも繊高のそろった森

林に生長している。高燥な立地条件を及映して、この地域のクヌギーコナラ群集は大宮台

地のクヌギーコナラ群集がイヌシデ亜群集に属するのに対し、ヤマツツジ、レンゲツツジ、

ネジキ、オトコヨウゾメなど乾生指標種の多いオトコヨウゾメ亜群集に区分される林分で

ある。

　所沢市の三々新田（上蜜、中富、下富）、赤坂などでは、冬季の強い北風から作物や家

を防護し、また日常の生活の燃料．堆肥を得るために雑木林と畑と家とをたくみに配した

武蔵野独得の列状の集落形態が見られる。特に三富薪館は武蔵野新霞の地割をよく残して

いるので墨壷跡「三富關拓地割遺跡」に指定されている。

　地下水が高く、乏水姓の台地颪に植林されているのは、乾生地に適し、生長の早いアカ

マツでクヌギーコナラ林とともに各齎に在り、集落の近くではヒノキの植林も見られる。

肥沃な湿生地に適すスギは．台地斜面の凹状地に小規模な植林がされている。狭山丘陵で

は、尾根付近の乾燥地にはアカマツが、谷部にはスギと立地に応じて植林され、加治丘陵

では富民爾にヒノキの植林地が多い。

　水利がよく自然発生的集落が分布する狭山丘陵の麓や侵蝕谷の周辺にはモウソウチク林

が点在している。
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　　b）草原・耕地

　この地域の自然植生としての草本群落は。入間綴の低水敷と狭山湖の一端にヨシ・ツル

ヨシ、ミゾソバなどの湿地植物群落が見られるのみで、それも入間川では砂利採取で荒ら

され、ほとんど注昌すべき群落はない。代償植生として群落でもっとも広域をしめるのは

台地颪に開かれた畑地の雑草群落・カラスビシぞクーニシキソウ群集である。大消費都市

東京を控え．畑地では主に野菜類がっくられ．川越はナツマイモの産地として知られる。

乏水牲の台地面では昔から茶畑や桑園も多く．また、最近の人手不足も影響してひかくて

き糧放な栽培が可能なクジを主とする果樹園が各所に見られる。なかでも入間市、狭山市

の台地部を中心1こ古くから茶の栽培が盛んであり．狭山茶として知られている。また茶樹

は畑の周囲に防風用に植えられていることも多い。桑弓は入間川沿いの砂礫の多い段丘面

に広く見られる。これら茶畑、桑園、果樹園は施肥、除草など頻繁な人為的干渉を受ける

結果、野菜類の畑地と同様の雑草群落が生育し、カラスビシャクーエシキソウ群集にまと

められる。

　耕作が放棄された畑地にはヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落が一時的1こ繁茂し、

更に数年放棄されるとススキ草原（アズマネグサーススキ群集）に遷移する。武蔵野台地

上では比較的耕作二二された畑地は少ない。

　都心から近く、また：広く雑木林が残されていた武蔵野台地面にはパイオニア的存在であ

る霞ケ関ゴルフ場はじめ．入聞帯、所沢市、狭山市など、広いゴルフ場（シバ草地）が各

地に作られている。また、シバ群落は、駈沢の米軍キャンプの入間基地や朝霞基地内に広

く見られる。

　この他、広い面積を占める水田（ウリカワーコナギ群集）は武蔵野台地域では入山摺沿

いの沖積低地に見られる程度で、台地面にはまったく無い。
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IV都市近郊における自然環境保全のための提案

1　都市における緑の重要牲一公害防止の役割

　最近のいわゆる公害問題に対して数年来我が国の各省および地方公共団体、さらには各

企業が行ってきた対策はいわゆる・・PPガ’手法に象徴されるような個々の薩接人間の生

命や健全な心と体の保持に影響をもたらす重金属や騒音、農薬などに乱する対癒であった：。

　もとより発生源対策はもっとも重要な公害対策である。しかし、どれほど化学的、物理

的技術を向上させても、たとえば亜硫酸ガス、一酸化炭素ひとつ1こしても零にできない以

上、総合的な環境保全、創造計画をたてなければならない。

　すなわち、発生源対策でどうしても防ぎきれない物質、騒音などを浄化、吸音する生き

たフィルターを形成すべきである。最近の西ドイツなどの研究成果によると、常緑広葉樹

を密植した多層社会の公害防止林ないし環境保全林は幅200魚の広さで囲んでおけば、

工場周辺でも、もっとも亜硫酸ガスに敏感な地衣類でも生育が可能なほどの積極的な有毒

ガスも含めた集塵機能を持つ。關槻こ種々の機能による騒音防止の比較研究を行った結果．

密植された常緑広葉二二帯が、とびぬけてすぐれた防音効果を発揮していたという（西独

ゲッチンゲン大学画工e痴erg教授講演1975年5規12臼、日本総合研究駈での講演より）。

　同様に火災に温しては埼玉藥の大部分の地域の臨生種であり、古くから防風、肪火屋敷

林として植栽されていたシラカシ、ヤブツバキ．モチノキ．ネズミモチ、アオキ．シロダ

モなどの常緑広葉樹は、もっとも確実な防火壁の機能を果す。

　我が國は地震国として、万一の場合には大惨害をもたらす危険性をたえず伴っている。

いつ来るかもしれない大地震に乱してだけの特別の逃げ道や避難場所をつくって準鋳して

おくことは地方自治体としても現実には幽難である。ところが、郷土種による郷土林一一

同時に環境保全林が形成されていると．地震その他の災害の場合はもっとも安全な逃げ道

となり、避難遮断となる。

　緑の豊かな郷土の騒然林が田園景観的自然が残されている限り、地域の微気候が安定し．

冬は暖く．夏は涼しい適温状態が保たれる。市民のうるおいのある生活環境とは．どれほ

ど便利で機能的な大都市の申でも、コンピユーターシヌテムによる最高の産業コンどナー

トの中や周辺にも．できるだけ緑豊かな多様な自然ないしは半自然性の生活環境が形成さ

れていることである。斬しい産業発展と健全な帯民の生活環境の保全こそ先取り行政の前

堤である。
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　合まで我が国の自然保護運動は、高出．離島などの特異な動・植物の保護が中心であっ

た。しかし、今や我々の生活環境霞体が急遼に悪化し．都市砂漢化しようとしている。し

たがって、翼の公害防止、総合的な環境保全の担い手は数千年来のすべての人間、動物の

本質的共存者としての緑の自然である。

　現在計量化できない要因も含めた環境全櫨の悪化、貧化を生命の側から積極的に示唆す

るのも植生である。我々は公警1こ特男麺に弱い、または強い植物を選ぶ必要はない。むしろ、

日本民族と数千年来共存してきた郷土の木による郷土の森を形成するのがもっとも聞違い

のない方法である。

　今まで我が国で主に審美的観点から造形的な立場で形成されていた緑化を積極的な生き

た緑の浄化装置一もっとも多目的な公害防止器一として利用するためには盆栽的ない

しは芝生に外来樹木をまばらに植裁する程度では不十分である。

　植物社会学的、生態学的な十分な植生講査を基礎とした植生図による植生診断や、薪し

い緑の環境創造のための処方箋こそ．間違いや失敗の少い、疇間がたてばたつほどますま

す多様な機能を果す緑の多彩な環境の保全・維持の基礎図となる。

　埼玉藥が隣接している東京、神奈lil、千葉県などの東京湾ぞいの植物砂漠からはるかに

かけはなれた緑の自然と三民生活の調和がとれているのは緑の基盤がしっかりしているた

めと考えられる。県内で最近の新しい産業の発展によって急速に自然環境が変化させられ

ている京浜東北線沿いの川口、浦和、大田地区を除けば、ひかくてき緑豊かな自然環境が

残されているのは埼玉県民の健全な共存環境保全に重要な前堤条件がととのっているとい

える。

　さらに現在埼玉渠は首都圏の中でももっとも急速に鷹業が発展し．県内の人口増加も一

番急な成長を示している。このまま推移すれば現存植生図に示された比較的豊かな醸然環

境はあっという間に破壊される危険性に瀕している。したがって、単なるデザイン的な美

しさにのみ関心がもたれた：緑化から．積極的な公害防止、環境創造の基盤となる生きてい

る緑の本質的な機能と璽要牲を正しく理解し、聞違いの少ない購発と藥民生活環境の保護

に行政が発展するよう期待される。植生図はこの様な翼の公害対策の生きた診断書であり、

処方箋である。

露　埼玉県南東部における開発と環境保全への提言

埼玉藥全土の自然環境保全と開発の許容限度を生態学的に明かにするための植物社会学
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的な現地調査と現存植生図の作製が第窪年度として、集南東部に実施された。県南東部36

市野の植生学的な調査硬究結果およびこれら資料の総合としての現葬植生図の作製結果

によると一部の東北本線ぞいの都市、新産業立地区を除けば．典型的な緑豊かな田園景観

が存続している。

　したがって、浦和、大喜、lii口．蕨などの市街地や、工場、産業密集地区を除けば．全

般的に好ましい半自然景観が残されている。埼玉藁土全体の開発と環境保全についての提

言は全県土の植生調査と植生図が完成して、はじめて可能になる。本年度の集中調査域と

しての県南東部について見ると5つに分けて考察することができる。

　他方、すでに浦和、消日、大菖などのような都市砂払、産業二二化しているところでは

積極的な緑の多様な自然環境の復元がつよく望まれる．その際現存植生図による周辺域の

残存自然林や霞然木の種類や生膏状態がもっとも適確な環境保全林を形成するための生き

た指標となる。

　新しい開発、都二化に対しては．現存している残存自然林や半自然林を確実に残し、保

護すれば台地上などのような比較的平坦な立地は．ある程度の開発が可能である。また、

都市、住宅域の緑の植生復元の処方箋は、潜在自然植生図の作製・調査が究成されてはじ

めて可巳能となる。

　埼玉県土の真の全集的環境保全と適切な關発を進めるためには、引き続き藥南東部の潜

在自然植生図の作製と、梁東北部、繋西部の現存および潜在自然三生圏の作製がつよく望

まれる。

　電）斜面の緑の録全

　　　　　　～斜面の緑（森林）はすべて残すこと一

　今まで長い閣保たれてきた半霞然性景観が今後．計画的ないしは下手をすればなし崩し

的に破壊・消滅する危険性のもっとも強い地域は台地斜面や丘陵地の斜面である。利根掛．

荒川を｝まじめ大小の旧記が形成した広大な沖積低地とその間に存在する段丘や丘陵地との接

線ぞいの地域は、今回調査された地域の中で比較的、繊林や緑地が残されている。そこは

植生を破壊すると崖崩れなど災害をひきおこしやすい弱い自然地域として経験的にこれま

で残されてきた。しかし、‘最近の土木工法の進歩にあいまって、斜面のもっとも強固な．

持久性の高い保護組織であるはずの斜面林の高義が十分認識されることなく、一二的に破

壊され、四季折々に変化する多様な緑から灰色の味気ないコンクリートの壁に変えられて

しまうことが多い。関東ローム層は水分を含むときわめて軟弱な地層となる。その結果、
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台風や集中豪雨などの大雨時には、一見．コンクリートで強そうに見えるこの裸地化され

た地域に崖崩れが頻発している。また、同じような入日密集地帯である東京と横浜市街地

とでは東京よりも横浜の方が緑豊かな感じを受けるが、平坦地における緑地面積の割合で

は両地域ともそう差はなく、かえって皇居、明治神宮内外苑、新宿櫛苑、小石lq植物園、

後楽園など森林公園的な1日庭園が点在する東京都心の方が多い位である。それは横浜市街

地には台地斜面の森林が比較的よく残され視覚的に緑が強調されているからである。

　農然災害の防備という点も含めて、まず第一に．斜面の緑は現状②ままに無条件にすべ

ての地域にわたり保護されるべきである。

　2）境内林・屋敷林の保護

　　　　　一重要な環境保全林として保護・育成するべきである一

　B光街道（陸羽街道）、中山道、川越街道の5照街道が縦断している漿南東部は、古く

からの由緒ある寺院や神社が少なくない。薪座市の平林寺、大富市の氷川神社、狭山湖畔

の金乗院、川越市の喜多院越谷帯の久俘豆神社をはじめ、蝦街道沿いに多数の社寺が点在

している。これら社寺の境内林は古くから神聖・崇高な場所の森として保護されてきてお

り、しかもその地域の自然植生、スダジイやシラカシ、アラカシなどを主とする常緑広葉

樹林という霞然度の高い森林であることが多い。しかし．完全な了然状態としてうっそう

とした樹林をなすものはほとんどなく、いずれも程度の差はあれ林内に人が侵入すること

による人為的撹説を受けている。林床にアズマネザサなど笹類が繁茂し、つる植物が繁茂

する荒れた林椎を呈していることもしばしば見かけられぐ。また・浦和市の調神社で見る

ように林床がかたく踏み固められ、高木だけが残された形の森林としての機能はもはや失

われている境内林も多い。しかし、小さな社寺林程度の嵩林でも、きわめて莫大な投資を

しても新しく創造するとなると数30年の時間を必要とし、しかもなお、種の貧化は回復：

しがたく、多様な機能を有する陶然植生と同様になるまでにはさらに多大な年数を必要と

する。したがって、もっとも賢明な帯民の生活の生活環境を保全するためには現存してい

る残存植生をいかに残すかということである。緑の乏しい川口、浦和、大宮、川越など入

□密集地帯の緑化対策に対し、この社寺林の占める位置はきわめて大きいといわざるを得

ない。
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　多層化した、森林としての形態を良く保っている境内林は勿論、森林として存続可能面

積を有する境肉林はすべて保護指定し、郷土の森として保護・育成する方策が講じられる

べきである。（森林としての生態系は保持しえないかもしれないが、森林として自然更新し

ながら葎続しえる最小面積は、明治神道での調査資料からソデ群落、マント群落などを配

した形態をとれば巾粕田以上あれば可能であると考えている。）

　しかし、境内林の保護指定1こは稟の適切な指導下のもとにおこなわれる必要がある。応

々にして、ある林分の、或はある樹木の保護指定がなされると、その指定された対象にだ

け配慮がなされ、それを維持させ、共存している他のものを邪魔者扱いにし、保護対象物

のみが目立つように．周囲をとり除き、林床の草を抜きとりま丸・は翻をめぐらし、一見、

きれいにしてしまうことが多い。森林がそこに存続しているには、その周囲のマント群落

やソデ群落などの保護組織にまもられているからであり．雑草のおいしげる．または乱雑

なヤブで、森林にとって不用かもしくは害をなすように見えるこれらの群落も生態的な秩

序のもとに配列をなし、：大きな役翻を果しているのである。したがって、森林の保護楷定

にはこのソデ、マント群落までを範囲に入れる必要がある。また、高木のみに荒廃した境

内林の復元には、心内に適当な樹種を補面してやると同時に、森林の周囲にマント群落を

配し、森林の早期の回復をはかるべきである。

　アズマネザサが繁茂していたりっる植物がからんだ荒れた林相を示す林分でもあくまで

ケースバイケースだが、林内にそう手を入れる必要はなく、周囲にマント群落を配し、林

内にはいる光や風などやわらげる配慮がなされれば．あとは遷移が進行するにつれアズマ

ネザサなど陽地生の種は衰退して．潜在自然埴生の構成種が生育し自然に安定していくも

のと考えられる。とにかく、いずれの場合にも林内に人間の立入りは禁止すべきである。

人間は森林の秩序を乱す一番の破壊者である。

　その場合も密生したマント群落が形成されていると人は紘内にははいりこまないもので

ある。

　寺社の境内林とともに調査地域の、ことに沖積低地の広がる東部地域の景観を構成する

樹林をなしているのが、古い集落の虚語林である。直木に撫定されているケヤキと常緑広

葉樹としては明るい印象を与えるシラカシとを富木としたこの屋敷林は、冬季の強いカ

ラッ風に対する防風林としての役割を果してきた。また．ほとんど起伏のない平坦地であ

るため単調になりがちな水沼地帯や畑地帯の重要な景観構成要素となり、調和のとれた田

園景観を構成している。農家の主に北風を受ける裏手に長い年月を経て存続してきたこの
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ケヤキーシラカシ林（シラカシ群集ケヤキ亜群隻）は発達した林分で20孤以ヒの高さを

なす多層化したすぐれた自然緯に近い森林となっている。　（写莫り

　神奈義．千糞など近郊農射地帯にニュータウンと誌する控宅地域が続々と建設きれてい

るが、首都から40㎞肉の通勤圏内にある当地域も例外でなく、水田地帯は広域に埋立て

られ．高層アパートが林立し、畑地も1分譲住宅地となり．藁蔓屋根の農家も難しい住宅様

式に改築され、急遠に市街化が進行してきている。それとともに自然と共存してきたかつ

ての懇懇林も．その役舗をかえり見られる余裕もなく次々と消え、または一部が伐採され、

林床が刈り取られ、森林として後退させられているのが現状である。

　前述したように、森林を薪しく作るのはきわめて困難なことであり、ましてや短期間に

形成するのは不可能である。一見、消極的とも思える対策であるが、これからの緑化対策

にはまず．今あるものを残すことがきわめて原則的な、もっとも積極的なやり：方なのであ

る。多様な機能を麿する郷土の森として、また歴史的に価値のある景観を保持していくと

いう観点からも、祖先が残した県民の財産である屋敷林を保謹するため、公的な機関が所

有者とも話し合いなんらかの補助か対策を早急に講じる必要がある。

　5）洪積台地に残存する森林の保護
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　　　　　一武蕨野台地上の森林は出来るだけ残し、また開発する場合も

　　　　　有効に現存する黒髪を利用する一

　帯状に細くつらなる台地斜面の残存林や琶寺林を保護指定し、緑地帯として残すことは

その牲質上早撃的容易である。一番闘懸となるのは駈沢から川越にかけて武蔵野台地上に

帯状に．またはかなり広域に残されているクヌギ．コナラなどの落葉広葉樹林やアカマツの

植林地であろう。（旧領2）

　近年までは薪炭林として．また落葉を堆贈として、また畑の作物の防風林として様々に

効果的に利用され存続してきたこの落葉広葉栂林は．燃料は手軽で便利なガスや溺紬が使

われ．畑の肥料としては化学肥料が使われ、建物は斬建耕の使用によりスキ聞風の心配は

なくなってきた今日、そうした側面では価値が低下した。その結果、地代の高騰、平地林

という工事的にも法制的にも宅地化の容易さのゆえに、大規模に森林が数日のうちに伐採

され、狭山市西武線沿線のように．木一本無い薪興野宅地の出現を昆ている。國木購虫歩

の著書にも有名なクヌギ、コナラの雑木林が続く美しい武蔵野特有の景観は．現在急速に

その酒積が狭小化されつつある。策東都のように森林の影を失なった地域で真剣に緑地帯

の創造が計画されている。そして．その際．多層化した、また森林内に生きる動纏物も多

一67一



様な様々な機能を果し得る森林を新しく創造することの困難さを考えると、現時点で武蔵

野台地上に残されている森林のすべてが残されればそれはきわめて理想的なことである。

しかし．そのほとんどが私有林であり．武蔵野線も開通し．ますます通勤圏の内側に相対

的に近づいてきたこの武蔵野台地上の地域の市街化をまったく阻止する訳には現実にはい

かないであろう。しかし、案際に見るように工事の安易さからこの貴重なかけがえのない

森林を根こそぎ伐り倒し、徒らに都市砂漠を作る今までのやり方は決して許されるべきで

はない。失った後では遅すぎるのである。たとえ個人の私有地であろうと不動産か企業の

駈有地であろうと．これからは県土の視野に立って好ましい都市計画の指導下にあるべき

であろう。できれば県の計懸のもとに広域にわたる森林地域の買い取りまたは借用地など

の対策を講じることが望まれる。市街化に際しては十分な公園緑地面積を残し、また街路

樹を作るかわりに森林を帯状に残すなど．また個人の垣根の目的に家と家との間に森林を

残して家が緑に包まれるという街づくりがなされることは可能ではないだろうか。工事単

価の低廉さという経済的な側面からのみ計画が逢められる時代は終ったのである。

　4）狭山・加治丘陵地区の保金

　　　　　一周辺地域も含めて、自然度の高い地域として郷土の森の復元をはかると同

　　　　　時に市民の憩いの場を提供する一

　狭山湖をとりまく丘陵一帯は東京都の上水の貯水池の水源涌養林として、広く森林が保

護されている。また．東京都と埼玉県の自然公園として風致地区に指定され、県央市街地

や都心から1時間以内で来ることのできる身近なレクリエーション、休息の場を市民に提

供している。

　麓の民家やユネスコ村などの一部の施設を除いて、湖を囲む丘陵地帯は胃筋にスギが植

林されているほかは雑木林と一毅によばれるコナラやクリ、クヌギなどの落葉広葉樹林と

アカマツ林でおおわれている。春には薪緑と赤いヤマツツジの花．秋には黄葉が水面に映

えて、四季折々に多様な美観を呈する。尾根筋は全長8㎞のマラソンコース．ハイキング

コースとなっていて、武蔵野の三門を残した落葉広葉樹林の聞をぬって植生的にも安定し

た周遊道路が通っている。

　したがって、湖をとりまく丘陵地は現状のままほとんど手を加える必要はなく、自然の

回復にまって、この土地の自然林であるモミを混じえたアラカシ、シラカシを主とする常

緑広葉樹林への復元を期すればよい。埼玉梨の低山地帯の植生郷土の森を代表するよう

な自然度の高い地域をここに有することはきわめて理想的なことである。
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　堤防から西の湖をとりまく丘陵の森林は水源涌養林として今後とも保護されるであろう

し．したがって問題も少ない瓜湖を有する手近な市民の憩いの場．レクリエーション地

域としての側面からも考えるならば、その周辺地域一一県道（所沢青梅線）と青梅街道に

孕まれた狭山丘陵一帯一を景観保全地区として、耕地や山林の宅地化を最小限に制限し、

圏然豊かな田園景観を保持する配慮が早急になされる必要がある。それが狭山湖の水源涌

養林の周囲からの荒廃を防ぐもっとも賢明な方法であり、また、都会の嶺町を離れ．自然

を求めて狭山湖や丘陵北西部に作られたユネスコ村、遊園地、ゴルフ場などレクリェーシ

ョン施設に来る人々に心理的な安定感、解放感を与える。

　西武線をはさんで、醇側の丘陵地は植生図（駈沢）に表わされるように残存する森林は

少なく．また、北側の丘陵もこのまま放任されれば、所沢市街の膨張にともない、近年の

うちに森林は宅地と化してしまうであろう。植林、落葉かきなど森林の使用は認めても、

現在残されている森林はすべて保護対象とし、森林颪積の狭小1ヒを積極的に防止し、集落

も含めて緑豊かな、都会と隔絶した景観を保持していくことが、観光地としても持続発展

できる唯一の道であろう。

　自然保護地区、レクリェーションの場としての狭山丘陵に対し、クヌギーコナラの2次

林とヒノキの植林でおおわれている加治丘陵も、これ以上、緑を失くさないことが切実な

要求とされる今日において、早期に対策を講じるべき重要な地域である。幸いにも上下水

道、ガス設備も整わぬ、駅からも遠い不｛更な所として、開発の波を藤縄まで受けずに来た

が、しかし．陽光を受ける丘陵南側は北側にくらべて地形もなだらかで、開発側からは利

用しやすい立地にありζ　したがって、このままいけば金子坂にある八津池団地に箆

るように、すっかり緑の歴々をはがされ、風の強い巳は土ぼこりの舞う宅造荒地が近い将

来．あちこちに出現することになろう。

　繰り返し強調されてきたことだが、自然と調和した緑豊かな生活環境を持続・創造して

いくため1こは、まず現在ある森林はすべて残すことが原則的で、かつ賢明な施策である。

　加治丘陵は民有地であるため、森林保存には行政上困難な面があろうが．入聞が自然と

共存し．調和のとれた：生活環境を県内に創るという基本的な立場から、行政側と住民側と

もに積極的な取り組みが期待される。

　加治丘陵には県立「青年の家」があり、若人の醗修・レクリエーション施設として利用

されている。また亜炭層や貝化石も含む地層を有する加治丘陵は関東平野の生い立ちを調

べるのに絶好の場所とされ、金子坂の露頭、仏子の切り通しなど、大学生などが地層調査
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によく訪れる所となっている。したがって．単なる景観保全地区として保護するばかりで

なく、この加治丘陵一帯の、前を流れる入間廻とともに、動・植物の生態観察、地学の学

習の場、手近な野外観察地域の窪つとして設定・利用することも一計であろう。

　平地にブランロや砂場など遊戯施設を設け、周囲をイチョウやプラタナスで囲むという

一連のパターンの公園は最近、積極的に作られていくが、公園をそうした人工的なものに

限らず、今や加治丘陵のように植林や雑木林でおおわれた一見ありふれた地域に、附近の

住民や学校の児童・生徒が気軽に徒歩で行ける森林公園、自然教育園を埼玉県の各地に積

極的に設立することが考えられるべき時代にある。

　5）荒川河霧1敷に残るハンノキ林と周辺の保護

　　　　　～自然植生が比較的広域に残存している治水橋から秋ケ蕪蒸付近の保護一

　荒川にかかる治水橋から秋ケ懸橋付近にかけての広い東側河川敷には前述のようにクヌ

ギ、ハンノキを主とする湿生林やヨシ、オギなどの湿生草原が生育している。

　入間が定着する以前には広い関東平野の沖積低地をおおっていたはずのこれら湿生自然

埴生は、現在、その多くが水田に、また：宅地に変えられ、湿生草原は河覇付近や沼沢地の

周囲にわずかに残禅し．湿生林にいたっては、ほとんど姿を消している。焼損流域に残菊

するハンノキ韓は．したがってその禅在自体が．また．広さにおいても地地域1こ類がなく．
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きわめて貴重な価値を持っている。（写真5）

　ことに荒川流域は戦前までは春先きになると薄紅色の小さな花をた：くさんつけて映く可

憐なサクラソウが各所の湿原の中に群生し．錦ケ原という地名さえ存在している。

　サクラソウの自生する四丁ケ原は大正9年に天然記念物、昭和27年には鼠の特別天然

記念物として指定され、保護されている。しかし、　「ハンノキやヤナギの下のノウルシの

生い茂る中に、いたるところサクラソウが美しく咲き乱れていた」荒燭河川敷は宅地に耕

地にゴノレフ場にとその良生地をつぶされ、現在は秋ケ瀬橋南側の田島ケ原の人為的な保護

地区にのみ群生し．朝霞市内間末地区など数ケ薪に細々と自生しているのみである。しか

も磁島ケ猿保護地区さえも、現在すっかり膿の湿度を失ないサクラソウの自生状態が持

続しえるかどうか危ぶまれている。浦憩市ではサクラソウの保護もかねて、秋ケ瀬にレク

リェーション地帯を計回し、橋の北側のハンノキ林やヨシ華原を利絹した森林公園「秋ケ

瀬子供の森」が建設されている。外来の、ないしは立地に不適な種を使ってきた’今までの

公園とは異なり、霞生のハンノキを利用し、また植栽しているのは適つた方法であるが、

しかし、一薩的にハンノキ、クヌギなどの高木のみを残して、森林の共葎老であったイボ

タノキ、エゴノキ、ゴマギなどの低木や、チ召ウジソウ．ノウルシなど春季に姜しい花で

林を色どっていた草本植物を伐り取り、かわりにシバを植えているのは必ずしも蟹明なや

り方ではない。勿論、樹々の下で遊び、激策し、涼をとるスペースもあってよいが、郷土

を代表する自然林として天然更新もし。季締により趣を変える．ことに春季に紅．紫、白、

黄と色とりどりの花が群生する森林を配した自然公園が考えられるべきである。林床を乾

燥化し．懸一的にシバをはった今のやり方は．生態系を理解しない．美観にのみとらわれ

たものであり、サクラソウの自生地でもあり．関東平野ではまれな価値の高いハンノキ林

を犠ら破壊し．消滅させているようなものである。

　弱い自然植生であるハンノキ林は破壊された後は、補植など人為的にその回雪をはかっ

ても．高木層から林床植物までハンノキ林本来の種がそろった森林の復元はきわめて多大

な時間がかかる軌本当の意味でサクラソウの保護をはかり、河辺の霞然植生を保護するこ

とを考慮されるならば、まだ幸いにも残されている羽根禽橋引回のハンノキ林を、講囲の

ハチク林、ヨシ草原．水濁放棄地なども含めた形で、出来るだけ広域に、早急に保護鮨定さ

れることが望ましい。そのうえで、ナクラソウの生残り地区である朝霞市内間木地区、上

尾樋詰地区、揖越市老袋地区など出来れば保護し、自生地でサクラソウの生態調査研究を

進め、その研究結果を待って．興：花サクラソウを含めた河辺自然植生の復元・保護がなさ
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れるべきである。そして、この地区は学術的な、また郷土の遺産とする自然保護地区とし

て保全し、立地を変えるような画一的な観光化・公園化をはかるべきではない。
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お　わ　　り　に

　県民の持続的な生存環境保証のための生態学的、植物社会学的な研究を県土全域の開発、

県民生活環境保全のために先行させることはもっとも賢明な先取り行政である。

　埼玉県稟昆生活部が各種の発生源対策を進めると同時に積極的な環境創造の緑の処方箋、

診断図の役割を果す植生図作製に着手していることは新しい環境行政の指針を科学的基盤i

の上で行うもっとも賢明な方法といえよう。

　昭和47年度に調査を実施した区域は県内でも環境閣題が産業や都市の発展に伴っても

っとも焦属の課鷺となっている禦南東部の浦和、大宮、川口、川越、所沢市などの人口集

中都市の大部分を含む56市町にまたがっている。利根川、江戸用、蕊用ぞいの広大な沖

積地を含む台地、丘陵部などが主な対象域で、一般に地形もなだらかで、水の便もよく、

さらに東京に接しており、もっとも開発の進んだ地域である。

　しかし、北上する東北本線、函遭ギフ号線ぞいのジュズダマ状に発達した都市部をのぞ

けば全般的にはひかくてき緑豊かな辛匠撚牲の繊園景観と漿民の生活の場の調和が保たれ

ている。

　東京、千葉、神奈川各都藥の菓京湾ぞいのいわゆる都市砂漠、産業砂漠化した地区にく

らべると埼玉県は戦後の都市や産業の発達速度がひかくてき緩慢であった為にはるかに伝

統的な郷土の自然が残されている。この事実は今回の現地踏査を主として描かれた精細な

縮尺噛：25000の現存植生図が適確に示している。

　これら20枚の藥南東部の現存植生図は、県土の開発、産業立地、都市化に伴って、ど

のような埴生をどこに残ぜばよいかの具体的な処方箋の役割を果す。同時に将来にわたっ

て、昭和47年現在の科学的な賦緑のDQku里e脳”としてきわめて重要な資料となる。

　隣接、近隣都県にくらべて、県の南東部といえどもまだ都市や産業の発展の潜在能力を

保っているが．今までのような生産や経済効率第一主義の手法での開発が進められるかぎ

り、残された緑の田園景観も一朝にして非生物的な材料とエネルギーや生活慶棄物の山と

化す危険性がある。

　過去の新産業を急速成長させて、公害を増大させている他の自治体の過ちをくり返さな

いよう、この緑の診断図が十分に利用されるようにのぞみたい。

　同時に積極的な線の環境を、現在緑が失われている既成都市や工場周辺に回復するため

には、ひき続き県南東部の潜在自然植生図の僅成が必要である。
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　また．県の環境保全、自然保護、さらに渠民の健全な生活環境確保の基盤に立脚して間

違いのない興土の開発．産業の発展を計画するためには、さしあたりの部分、部分の合理

主義的手法では：不十分である。

　今回の県南東部で初年度として行われた現存植生図の調査・研究・作製結果が正しく行

政に反駿されると同時に引きつづき埼玉県全域の現存および潜在廟然樋生図の作製が後2

～5力年間の年次計画によって引きつづき進められるよう、県民の今日と明日の心と体の

健康な生活、生存基盤を先取り、確保するための、もっとも適確な科学的手法として強く

のぞまれる。

　最後に強調したいことは、せつな的、経済的、部分合理主義的な今までの、一見進歩的

な古い行政の時代は終った。一見泥臭くて．もっとも進歩的な先取り行政とは、まつ植

生図などの生態学的新しい総舎科学．生命保護の科学に支えられた市民の持続的生存環境

保全のための環境行政をいう。

　せっかく全騒48都道府漿の中でもトップグループとして賢明な先取り行政の第一歩を

踏み出した埼玉県の覧｛緑の診断図禽’一植生図一による自然保護、公害対策もふくまれ

た総合科学として踏みだすための第一歩が間違いなく進むように期待される。
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59）鈴木時夫1968：千葉集の森林その後．千葉生物誌17　（ト5）コ5－25．千葉

40）鈴木時夫，蜂屋欣二窪952：俳豆半鼠の森林髄生．東大演報50：睾45一肇69．東

　京．

碩）多田文男篠964二自然環境の変貌一平野を中心として一．282PP．（東大

　出版会）　．東京．

42）山口恵　郎・他（編＞1972：日：本図誌大系．関東1．368pp．（朝倉書店）．東京．

45）山崎敬箋959：日本列島の植物分布。自然科学と博物館26：1一窪9．大町．

44）横山光雄，井手久登，宮脇昭1967：筑波地区における潜在自然櫃生図の作製と髄

　物社会学的：立地診断および緑化計画に醸する基礎的研究．研究学園都市における弓手計

　画。p．窪一20．　B本住宅公団．東京．

45）吉岡邦二1954a：福病気森林区の区分．東北硲究4（6）：1－6．福島

46）吉岡邦二哩954b：東北地方森林の群落学的硯究（第4報）。スダジイ北限地帯の

　森林。髄物生態学会報窪5（4｝：2P－229．仙台．

47）吉岡邦二究956：東北地方森林群落の研究。第5報．カシ林北限地帯の森林群落．

　福島大学理科報告i：15－22．福島

48）吉岡邦こ二・他窪g68：スダジイ林北限地域の二次遷移と自然保護．一次生薩の場と

　なる績物群集の比較砺究昭和42年度報告．」エBP－G讐（P）．p．96－105。仙台
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